
は じ め に 
 
愛知県には、平野、半島、丘陵地帯及び山地といった多様な地形があります。

このうち半島や丘陵地帯に存在する湿地・湿原には、シデコブシ、シラタマホ

シクサなどこの地域に特有の東海丘陵要素植物群や、サギソウ、トキソウとい

った絶滅のおそれがある植物が生育しており、自然観察の場としても県民に親

しまれています。 
こうした湿地・湿原は、かつては県内の随所に存在したと言われていますが、

それらの多くが宅地造成等の開発行為や遷移により消失又は縮小しています。

また、近年では防災上の措置や森林化の進行により新たな湿地・湿原が生じに

くい状況となっており、東海丘陵要素植物群をはじめ多くの種が絶滅のおそれ

に瀕しています。生物多様性を保全するためには、この地域に特有の植物が生

育する場である湿地・湿原の生態系を保全することがますます重要となってい

ます。 
 湿地・湿原は、その成立の要因が様々で面積が小さいものも多く、県内の全

ての湿地・湿原の所在が一般に知られているわけではありません。また、私た

ちと湿地・湿原との関わり方も様々です。 
湿地・湿原の中には現に地域住民の方々を中心とした保全活動が行われてい

る所もありますが、これらの多くが保全活動を行う上で課題を抱えています。

また、保全活動が行われていないもの、一般には存在が知られていないものの

中にも、絶滅のおそれがある種が生育しているなど生物多様性保全の観点から

みて重要性が高いものもあります。 
こうしたことから、本書では、愛知県の湿地・湿原生態系を保全することを

目的として、愛知県湿地・湿原生態系保全検討会における検討を踏まえ、保全

活動を行う際の考え方を示すとともに生物多様性維持の観点に立った湿地・湿

原の重要性の評価方法をとりまとめました。 
本書を、湿地・湿原に対する理解と認識を深め、湿地・湿原生態系の保全を

図る上で、ご活用いただければ幸いです。 
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- 1 - 

Ⅰ 作成の経緯及び目的 

本県では、平成 13 年度に公表した「レッドデータブックあいち」1)、2)（以

下、「県レッドデータブック」という。）において絶滅のおそれのある野生動植

物種（希少種）を明らかにした。希少種の適正かつ効果的な保全を図るために

は、それらの生息・生育環境を保全する必要があることから、里山、沿岸域、

湿地･湿原、奥山という県内の主要な自然環境ごとに、生態系保全の考え方を

作成することとしている。 

今回は、平成 15 年３月に作成した「里山生態系保全の考え方」及び平成 17

年 3 月に作成した「沿岸域生態系保全の考え方」に続き、湿地･湿原を取り上

げ、湿地・湿原生態系の適切な保全を図ることを目的に検討を行った。 

なお、湿地・湿原は、広義の分類では湧水湿地等の貧栄養条件下で成立する

ものだけではなく水田、干潟等の富栄養条件下で成立するものを含むが、今回

は、東海丘陵要素植物群を含め多くの希少種が特異的に分布している貧栄養条

件下で成立する湿地・湿原を検討の対象とすることとし、水田、干潟等は対象

外とした。 

これらの湿地・湿原について、分布状況、動植物相及びその生息・生育環境

並びに保全活動などを把握するため、既存資料調査、聞取り調査及び現地調査

を実施し、これらの調査結果を基に、湿地･湿原生態系の保全の考え方をとり

まとめた。 
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Ⅱ 湿地・湿原の特性 

１ 湿地・湿原とは 

「湿地」とは、湿っている場所を示す地形・地理学的な用語である。一方、

「湿原」とは、湿生植物が繁茂している場所を示す生物学的な用語である 3)。 

そのため、広い意味での「湿地・湿原」には、浅い湖沼、沼沢地、水田、浅海

域、干潟等も含まれることとなるが、本書においては、特に貧栄養な条件下に

成立している湧水湿地、泥炭湿原及び沼沢湿原を指して「湿地・湿原」と呼ぶ

こととする。 

湿地・湿原に生息・生育する動植物についてみると、植物については、過湿

で貧栄養な環境に耐えられるミミカキグサ類やモウセンゴケなど特定の植物

が生育し、特有の植物相を示す。また、動物についても、地下水が湧出する場

所を好むホトケドジョウや湿った裸地的な環境を好むハッチョウトンボが生

息するなど特有の動物相を示す。 

湿地・湿原と人との関わりをみると、多くの人々がサギソウやシラタマホシ

クサなどを観賞するために湿地・湿原を訪れており、自然観察の場となってい

る。 

 

２ 湿地・湿原の種類 

（１）湧水湿地 

湧水湿地とは、斜面が崩壊した場所や崩壊土砂が堆積した谷底面等を湧水

が涵養することにより成立している湿地・湿原のことである。 

湧水湿地は、水を浸透させにくい粘土質の層と水を浸透させやすい砂礫質

の層が積み重なった場所で、水を浸透しにく粘土層の上に形成された地下水

脈が地表に湧出して土砂崩れを起こし、地表が剥がれた場所を湧水が涵養す

ることにより形成される 4)。形成場所や湧水の湧出様式により尾根部や斜面

に形成される発散型湿地と谷底面に形成される集束型湿地の二つのタイプ

に分けられる 5)。 

湧水湿地は、土壌の堆積に伴う地下水位の低下により、より乾燥に強い植

物が侵入することで次第に森林へと変化する、いわゆる遷移により消滅する

が、湧水湿地は一般的に規模が小さいため遷移の進行が早く数十年程度 6)

で消滅すると言われている。 

湧水湿地の植生を特徴付けるものとして、後述する東海丘陵要素植物群が

あり、これらはこの地方に固有あるいは準固有の種や、熱帯系や周極要素等

の遺存種、大陸から隔離しこの地域に分布が限られる種で構成されている。 
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（２）泥炭湿原  

泥炭湿原とは、寒冷な気候条件下で湖沼等の底に堆積した植物遺体の分解

が十分に進まずに堆積した泥炭を伴う湿地・湿原のことである。氷河期に

南に広く分布し、氷河期の終焉とともに北上する過程で遺存した北方系の

植物が多いのが特徴である。 

泥炭湿原は、泥炭の蓄積が進み湿原を涵養する水位が低下する過程によ

り低層湿原、中層湿原（中間湿原）、高層湿原に区分される。低層湿原は泥

炭層よりも水位面が高いもので、地下水により涵養されるため比較的貧栄

養の程度が低く、ヨシ、スゲ類が優占する。高層湿原は、泥炭の堆積が進

み表面が厚く盛り上がり、相対的に水位面が下がったもので、地下水の影

響を受けずに降水のみで涵養されるため貧栄養で弱酸性となりミズゴケ類

が優占する。中間湿原は、低層湿原から高層湿原への移行段階にあるもの

で、ワタスゲ、ヌマガヤ等が優占する。 

このように泥炭湿原が低層湿原から高層湿原へ変化する現象も遷移と呼

ばれている。泥炭湿原の遷移は遅く、数百～数千年といった極めて長い時

間をかけて進むと考えられている 6)。 

国内において泥炭湿原は 7 月の平均気温が 25℃未満となる地域に分布し

ており、本県は泥炭湿原が形成されるほぼ南限に位置する 4)。 

 

（３）沼沢湿原 

沼沢湿原とは、池や沼に土壌が堆積し、次第に乾燥に強い植物が侵入するこ

とで森林へと変化する湿性遷移の過程において形成される湿地・湿原のうち泥

炭を伴わないもののことである。 

沼沢湿原における湿性遷移の進行は、池や沼の大きさにもよるが、湧水湿地

に比べ長く泥炭湿原に比べ短いと言われている。 
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Ⅲ 愛知県の湿地・湿原の現状 

 １ 分布及び変遷 

本県の地形は、北西の犬山市から南東の豊橋市を結ぶ線を境として、その

南西部に位置する平野及び丘陵・半島と北東部に位置する山地によって形成

されている。 

湧水湿地については、尾張丘陵、知多半島、渥美半島及び三河山地に分布

しており(図Ⅲ－１－１、表Ⅲ－１－１、図Ⅲ－１－２)、瀬戸市の海上の森

や定光寺周辺のように湧水湿地が集中し湿地群として存在するものもある。

地質的には、第三紀層と完新統や中・古生帯、花崗岩と更新統、更新統と中・

古生帯といった地層境界付近に分布しているのが特徴である(図Ⅲ－１－３)。
こうした地域は、前述したように粘土質の層と砂礫質の層が積み重なってい

て土砂崩れが起こりやすい場所が多いため、湧水湿地が成立しやすいといえ

る。また、湧水湿地の成立と消滅が頻繁に繰り返され、近接する多くの湧水

湿地が集まり湿地群が形成されることも多かったと考えられる。しかしなが

ら、宅地造成や農地開発及び道路建設等の開発行為により、多くの湧水湿地

がその集水域となる周辺林と共に消失したり、面積が縮小したりしてきた

(図Ⅲ－１－４)。また、本県の湧水湿地は面積の小さいものが多いため(図

Ⅲ－１－５)、遷移により消失したものも少なくない(図Ⅲ－１－６)。さら

に、近年では土木技術の向上や防災上の措置及び森林の発達などにより土砂

崩れが起こることが少なく、土砂崩れが起きた場合でも速やかに防災対策が

講じられることから、新たに湧水湿地が生じにくい状況となっている。 

泥炭湿原は、三河高原など標高 500ｍ以上の起伏が穏やかな地域に分布し

ており(図Ⅲ－１－７)、すべて中間湿原に分類される。三河高原一帯は、年

間降水量が 2,200mm 以上と多く、8月の平均気温が 23℃以下と夏季の気温が

低い(図Ⅲ－１－８)。こうした冷涼多雨な気候条件により泥炭が形成される

ため、泥炭湿原が成立したものと考えられる。本県の泥炭湿原は農地開発等

により消滅したり規模が縮小してきたため現在は小規模なものが多く、大規

模な泥炭湿原に比べ森林化への遷移が進みやすいと考えられる。比較的規模

の大きな中間湿原として名倉湿原 (設楽町)や大野原湿原(新城市作手)が知

られていたが、いずれも戦後(名倉湿原)や昭和 40 年前後(大野原湿原)に水

田化により大部分が失われており 7)、残された小規模な湿原では樹木の侵入

など遷移の進行が問題となっている。 

沼沢湿原については、湖沼やため池、河川等の浅瀬に形成されるヨシ原等

が一般的であり、貧栄養な条件下に成立しているものは湧水湿地や中間湿原

に比べて数が少ないが、そのような要素を持つものとしては刈谷市の小堤西

池が知られている。小堤西池は、洪積台地の西裾に広がっており、海抜 30
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～40 メートルの丘陵地帯の辺縁に位置している。小堤西池は、池の底に堆

積した花粉を分析した結果から、約 6,300 年前から池沼的な環境にあったと

考えられている 8)。 

 

 
 
 

図Ⅲ－１－１ 湿地･湿原の分布 
資料）1) 第 5回自然環境保全基礎調査・湿地調査(環境省、1995) 

2) 現地調査 
3) 聞き取り調査 
4) 里山の生態学(広木、2002) 
5) 名古屋瀬戸道路建設予定地周辺の自然環境保全対策業務報告書(1996)日本気象協会東海本部 
6) 愛知県森林公園の湿地（飯尾、2004）ため池の自然 No.40 
7) 別曽池（知多半島、武豊町）に隣接する小湿地の植生(浜島･磯部、2004)ため池の自然 
8) 常滑市･大谷湿地(仮称)の植生(浜島･磯部、2004)蟲譜 
9) 知多半島の植物誌(浜島、2006) 

注）本図は、上記の資料において所在地が明らかなものについてのみ分布を示したもので、本県に分布 
する全ての湿地・湿原を示したものではない。 
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表Ⅲ－１－１ 湿地・湿原一覧 
地域 No 市町村 名称 備考 資料 

湧水
湿地 

泥炭
湿原

沼沢
湿原

名古屋地区 1 名古屋市 東谷山の湿地（仮称）   3 ○  

 2 名古屋市 東谷山の湿地（仮称・現地）   2 ○  

 3 名古屋市 八竜湿地 大森湿地、大森八竜湿地 1 ○  

 4 名古屋市 島田緑地   1 ○  

尾張北･東地区 5 春日井市 築水池北湿地（仮称）   4 ○  

 6 瀬戸市 篠田池湿地 （海上の森に分布） 1 ○  

 7 瀬戸市 瀬戸 B湿地   5 ○  

 8 瀬戸市 瀬戸 C湿地   5 ○  

 9 瀬戸市 瀬戸 D湿地   5 ○  

 10 瀬戸市 瀬戸 E湿地 （海上の森に分布） 5 ○  

 11 瀬戸市 瀬戸 F湿地 （海上の森に分布） 5 ○  

 12 瀬戸市 瀬戸 G湿地 （海上の森に分布） 5 ○  

 13 瀬戸市 瀬戸 H湿地  5 ○  

 14 犬山市 八曽湿地 八曽自然休養林湿地 1 ○  

 15 日進市 新池湿地   1 ○  

 16 日進市 五色園湿地   1 ○  

 17 日進市 総合運動公園東湿地   1 ○  

 18 尾張旭市 愛知県森林公園の湿地（仮称）   6 ○  

 19 尾張旭市 吉賀池湿地   1 ○  

 20 豊明市 豊明ﾅｶﾞﾊﾞﾉｲｼﾓﾁｿｳ自生地 小廻間湿地 1 ○  

知多地区 21 常滑市 大谷湿地   8 ○  

 22 常滑市 久米湿地(現存）   9 ○  

 23 阿久比町 板山高根湿地   9 ○  

 24 東海市 山之脇湿地   1 ○  

 25 武豊町 別曽池の湿地   7 ○  

 26 武豊町 壱町田湿地   1 ○  

西三河平坦地区 27 岡崎市 北山湿地群   1 ○  

 28 岡崎市 小呂湿地   1 ○  

 29 岡崎市 鰻池湿原   1 ○  

 30 刈谷市 小堤西池   1   ○

 31 東郷町･三好町 新切池北側   1 ○  

 32 東郷町･三好町 新切池沿   1 ○  

 33 豊田市 山中湿地   1 ○  

 34 豊田市 千鳥湿地   1 ○  

 35 豊田市 上高湿地   1 ○  

 36 豊田市 矢並西湿地   1 ○  

 37 豊田市 矢並東湿地   1 ○  

 38 豊田市 御船湿地   1 ○  

 39 豊田市 亀首湿地   1 ○  

 40 豊田市 伊保湿地   1 ○  

 41 豊田市 浄水南湿地   1 ○  

 42 豊田市 大池東湿地   1 ○  

 43 豊田市 大池西湿地   1 ○  

 44 豊田市 瀬戸 A湿地   5 ○  

 45 豊田市（旧藤岡町） 愛知県昭和の森湿地保全地区   1 ○  
西三河山間地区 46 豊田市（旧足助町） 田之士里湿原   1  ○

東三河平坦地区 47 豊橋市 葦毛湿原   1 ○  

 48 豊橋市 細谷湿地   1 ○  

 49 豊橋市 佐藤湿地 
豊橋幸公園湿地、豊橋市ﾅｶﾞﾊﾞﾉｲｼﾓﾁｿｳ
自生地 

1 ○  

 50 豊橋市 天伯湿地 天伯湿原 1 ○  

 51 田原市（旧田原町） 藤七原湿地   1 ○  

 52 田原市（旧田原町） 黒河湿地   1 ○  

 53 田原市（旧田原町） むくろじ湿源   1 ○  

 54 田原市（旧渥美町） 椛のシデコブシ群落   1 ○  

 55 田原市（旧渥美町） 伊川津のシデコブシ群落   1 ○  

東三河山間地区 56 新城市（旧作手村） 創造の森 城山公園湿原   3 ○  

 57 新城市（旧作手村） 黒瀬庄ノ沢湿原   3 ○  

 58 新城市（旧作手村） 清岳向山湿原 大野原湿原の一部 2  ○

 59 新城市（旧作手村） 鬼久保ふれあい広場   3 ○  

 60 新城市（旧作手村） がんばり山湿原（朴橋湿原） コウダハ湿原 3  ○

 61 新城市（旧作手村） 菅沼大久手湿原 大久手(山中)湿原 1 ○  

 62 新城市（旧作手村） 善夫前山湿原   1  ○

 63 新城市（旧作手村） 黒瀬高根山湿地   1  ○

 64 新城市（旧作手村） 長の山湿原   1  ○

 65 新城市（旧作手村） 大野原湿原 鴨ヶ谷湿原 1  ○

 66 新城市（旧作手村） ユルメキ湿原 中河内ユルメキ湿原 1  ○
注）・本表は、図Ⅲ－１－１に示した資料において所在地が明らかなものについてのみ示したもので、本県に分布する全ての湿地・湿原

を示したものではない。 
・表中の Noは図Ⅲ－１－１の湿地番号に対応し、資料についても図Ⅲ－１－１の資料番号に対応している。 
・湿地･湿原の名称は引用した資料での呼び名を記した。他の資料で別の名称が使われているものは備考欄に記した。 
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・  
図Ⅲ－１－２ 地形と湿地・湿原 

資料) ・地形図は愛知県の植生(愛知県、1994)より抜粋 
・湿地・湿原の分布は図Ⅲ－１－１に対応 

 

 
図Ⅲ－１－３ 地質と湿地・湿原 

資料) ・地質図：地形地質の観察（愛知県、1999）より抜粋 
・湿地・湿原の分布は図Ⅲ－１－１に対応 
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図Ⅲ－１－４ 湧水湿地の面積減少の要因 

資料）第 5回自然環境保全基礎調査における湿地調査(環境省、1995)と本調査における 

聞き取り調査で面積減少の要因が分かっている湧水湿地 10箇所における集計。 

注）一つの湧水湿地で要因が複数ある場合は、それぞれを 1件として扱い集計した。 
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図Ⅲ－１－５ 本県における湧水湿地の面積 
注）以下の資料において調査された湿地・湿原のうち、本県に分布する湧水湿地 76箇所について集計した。 

資料）周伊勢湾要素植物群の自然保護（1991）世界自然保護基金日本委員会 
 

開発による

消失

56%

遷移による

消失

44%

 
図Ⅲ－１－６ 湧水湿地の消滅の要因 

資料）第 5回自然環境保全基礎調査・湿地調査(環境省、1995、調査は 1993) で 

消滅した要因がわかっている 9箇所の湧水湿地について集計した。 

面積 湿地数 全体割合

10m2未満 10 13% 

10m2以上～100m2未満 20 26% 

100m2以上～1,000m2未満 33 43% 

1,000m2以上～1,0000m2未満 10 13% 

1,0000m2以上 3 4% 

合計 76 100% 
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図Ⅲ－１－７ 標高と湿地・湿原 

資料) ・標高・傾斜度メッシュ(G04－56M)(1975) 国土交通省 
・湿地･湿原の分布は図Ⅲ－１－１に対応  

 

図Ⅲ－１－８ 気候と湿地・湿原 
資料）・気候値メッシュ(G02－62M)(1974) 国土交通省 

・湿地・湿原の分布は図Ⅲ－１－１に対応 

ⅱ）年間降水量 

ⅰ）8月の平均気温 
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２ 自然環境 

（１）水質 

湿地・湿原の水質は、そこに生育する植物種の生育に大きな影響を与え

る重要な環境要素である。 

湧水湿地の水質は、一般に貧栄養で弱酸性であるという特異な性質を示

す 4)。特に砂礫層やチャート層を通過した地下水ではその傾向は顕著であ

る（表Ⅲ－２－１）。 

泥炭湿原の水質は、泥炭から溶出したフミン酸、フルボ酸などの有機酸

により弱酸性となる 9)。また、有機酸により栄養塩類が吸着されるため水

中の栄養塩類濃度が低いのが特徴である。 

沼沢湿原の水質は、湧水によって涵養される場合は、湧水湿地に似た水

質特性を示すと考えられる。 

湿地･湿原の水質は、貧栄養のためそこに生育する植物種が限られるが、

農耕地に施された肥料、生活排水等の汚濁源あるいは酸性雨に含まれる硝

酸性窒素等により富栄養化すると、他の植物が侵入して植生が変化するこ

ととなる。壱町田湿地の硝酸性窒素濃度は他に比べ顕著に高く(昭和 59

年～昭和 63 年当時)、富栄養化の傾向がみられる（表Ⅲ－２－１）。 
 

表Ⅲ－２－１ 湧水湿地の水質 

湿地・地域 地質 所在地 pH 
電気伝

導率
全リン 全窒素

硝酸性

窒素
K+ Na+ Ca2+ Mg2+ HCO3

- SO4
2- Cl-

雨水（平均） ― ― 5.0 23 0.003 － 0.35 0.64 0.9 0.95 0.12 2 2.1 1.7

葦毛湿原 チャート 豊橋市 5.1 32 0.030 － 0.23 0.36 3.9 0.98 1.05 5 1.7 5.9

築水池北湿地 砂礫質 春日井市 5.2 18 0.014 － 0 1.30 1.8 0.96 0.54 3 1.0 2.7

屋戸川流域 砂礫質 瀬戸市 4.7 31 0.001 0.05 0.03 0.85 2.0 0.35 0.45 0 4.8 3.6

八草町 砂礫質 豊田市 4.8 37 0.002 0.04 0.03 0.40 1.5 2.20 0.46 0 6.7 3.1

北海上川 
中流部 

花崗岩 瀬戸市 7.2 72 0.004 0.32 0.20 0.69 6.6 5.00 0.68 19 7.5 3.7

広久手町 花崗岩 瀬戸市 7.1 83 0.009 0.26 0.21 0.77 6.8 6.50 1.20 24 7.7 4.0

海上町 花崗岩 瀬戸市 6.8 53 0.009 0.55 0.45 0.47 6.4 3.20 0.49 18 3.2 3.7

壱町田湿地 砂礫層 武豊町 5.8 － 0.039 － 7.2 11.4 25.1 4.00 4.62 － 1.9 13.0

注）・単位は pH 以外 mg/l、ただし電気伝導率はμS/cm。 
  ・雨水は複数の湿地における林外雨の平均値、各湿地･湿原のデータは湧水のデータ 
資料） 資料は引用文献参照。雨水：10)、11)、12)、13)、葦毛湿原：10)、築水池北湿地：14)、壱町田湿地：15）、その他：16） 

 
 
（２）小気候 

湧水湿地、泥炭湿原は、地下水位が高く地下水により涵養されるため水

温変化が少ないのが特徴である。また、湿地・湿原内の照度は、周辺林に

比べ高いことが特徴であり（図Ⅲ－２－１）、このことが湿地・湿原に特

有な植生の維持に不可欠である。なお、照度についてはヌマガヤの根元が

ミカヅキグサやイヌノハナヒゲに比べて顕著に低いなど、生育種によって

も変化する（表Ⅲ－２－２）。 

湿地・湿原に潅木が侵入したり、湿地部に隣接する周辺林の樹高が発達

することで、湿地・湿原内の照度が低下すると考えられるが、県内の湿地・
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湿原においてもこうした影響による照度の低下がみられている。 

 

図Ⅲ－２－１ 湿原から周囲の林にかけての気象変化 
資料）水辺の科学（1994）鈴木静夫 

 

表Ⅲ－２－２ 群落根元での相対照度 
照度(lux) 相対照度(%) 

 
上面 根元 根元/上面 平均 

ﾇﾏｶﾞﾔ 41,000 4,000 9.8 
 41,000 9,000 22.0 

15.9 

ﾐｶﾂﾞｷｸﾞｻ 45,000 35,000 77.8 
 40,000 13,000 32.5 
 44,000 38,000 86.4 

65.5 

ｲﾇﾉﾊﾅﾋｹﾞ 40,000 29,000 72.5 72.5 
資料）長ﾉ山湿原の研究（1979）愛知県岡崎高等学校生物部 

 

（３）植物 

湿地・湿原及びその周辺に生育する植物種は一様ではなく、地形、土壌

厚、乾湿等の違いに対応して様々な植物種が生育している。 

地形との関連については、シデコブシとサクラバハンノキが地形の高低

に応じて群落が成立することが知られており、シデコブシ群落は谷頭から

谷底面に沿って分布し、サクラバハンノキ群落がそれより下流に分布して

いる（図Ⅲ－２－２）。 

土壌厚との関連については、土壌厚が厚いほど根が発達することが可能

なため、背の高い植物の生育が可能になる傾向がある(図Ⅲ－２－３)。 

乾湿との関連について、草地群落の研究例では、含水率が高い場所にイ

ヌノハナヒゲ群落やミカヅキグサ群落が成立しており、含水率が低い場所

にはヌマガヤ群落が成立しているなど土壌湿度に応じた植生分布がみら
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れている(表Ⅲ－２－３)。湿生木本類では湿地内に生育するシデコブシと

地下水位との関連についての研究例があり 17）、シデコブシが生育する場

所では地表から-20cm から-40cm の範囲に常に地下水位があり、その範囲

内で降雨によって地下水位が変動していた。一方、地下水位が地表面近く

で均衡している滞水場所や水位変動幅が大きい場所には生育していなか

った。 

また、湿地・湿原の種類によっても植生に特徴がみられる。 

湧水湿地に生育している東海丘陵要素植物群は、伊勢湾を取り囲むこの

地域の丘陵や台地上に成立した湧水湿地に特有のものであり、熱帯系、冷

温帯系、大陸要素の残存分布種、地域の固有種・準固有種から構成されて

いる（表Ⅲ－２－４）。前述のように、湧水湿地の寿命は短いが、湿地群

が形成され動物の移動などを介して近くの湿地に移動することができた

ため、こうした特有の植生が維持されてきたと考えられる。しかしながら、

現在では、開発、遷移及び防災上の措置により新たな湧水湿地が生じにく

い状況にあるため、東海丘陵要素植物群の多くは絶滅のおそれがあり(表

Ⅲ－２－４)、ナガバノイシモチソウなど県内の数箇所の湧水湿地に限定

的にしか残っていないものもある（図Ⅲ－２－４）。 

泥炭湿原の植生の特徴としてはサギスゲ等の寒地系の植物が多くみら

れること、湧水湿地に特有の東海丘陵要素植物群がほとんどみられないこ

とが挙げられる。新城市作手に点在する泥炭湿原は、ミズゴケ類が優占す

る高層湿原的な要素と水位が高くヨシやスゲ類が優占する低層湿原的な

要素を併せ持つ中間湿原である。かつては、ミカワイヌノヒゲなど全国的

にみてもここにしか生育していない種の他、サギスゲやヌマクロボスゲな

ど県内ではここにしか生育していない種が多く分布していたが 18)、現在

では湿原の農地開発によりこれらの種のほとんどが県レッドデータブッ

クで絶滅のおそれがある種に位置付けられている。 

    沼沢湿原の小堤西池にはチゴザサやアゼスゲ、ヨシ等とともに広い面

積にカキツバタ群落が形成されている。このカキツバタ群落は、昭和 13

年に国の天然記念物に指定され保全が図られているが、かつて水位の高

い場所にみられたヒメコウホネやノタヌキモなど多くの水草が消滅し、

全体としても植生が単調化してきていることが問題となっている 19）。 
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図Ⅲ－２－２ シデコブシとサクラバハンノキの分布（瀬戸市の事例） 
資料）シデコブシとサクラバハンノキの更新およびその立地としての地形特性（1995）広木詔三 

 

 

図Ⅲ－２－３ 群落と土壌厚との関係（むくろじ湿原） 
資料）渥美半島むくろじ湿地植生調査報告書（1991）愛知県豊橋農地開発事務所 

 

 

表Ⅲ－２－３ 群落と土壌湿度との関係（長ノ山湿原） 
群落 ｐH（最小値） 平均 

ヌマガヤ 5.1  (4.0) 7.76 

ミカヅキグサ 5.5  (5.4) 10.30 

イヌノハナヒゲ 5.2  (5.2) 10.48 

島状地 5.4  (5.2) - 

かん木帯 5.2  (5.0) - 

平均 5.3 - 
注) 含水率は（含水量－乾燥重量）／乾燥重量で算出した平均値を示す。 
資料）長ﾉ山湿原の研究（1979）愛知県立岡崎高等学校生物部 
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表Ⅲ－２－４ 東海丘陵要素植物群 
生育環境 科 種 県 RDB 国 RDB 系統 

湿地 ﾊﾞﾗ ﾏﾒﾅｼ(ｲﾇﾅｼ) CR CR 大陸要素の残存分布 

 ｶｴﾃﾞ ﾊﾅﾉｷ CR VU 地域の固有種 

 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ ﾅｶﾞﾊﾞﾉｲｼﾓﾁｿｳ CR EN 熱帯系の遺存種 

 ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ﾐｶﾜｼｵｶﾞﾏ EN EN 地域の固有種 

 ﾀﾇｷﾓ ﾋﾒﾐﾐｶｷｸﾞｻ EN EN 熱帯系の遺存種 

 ﾓｸｾｲ ﾋﾄﾂﾊﾞﾀｺﾞ EN VU 大陸要素の残存分布 

 ﾓｸﾚﾝ ｼﾃﾞｺﾌﾞｼ VU VU 地域の固有種 

 ﾎｼｸｻ ｼﾗﾀﾏﾎｼｸｻ VU VU 地域の固有種 

 ﾕﾘ ﾐｶﾜﾊﾞｲｹｲｿｳ VU VU 地域の固有種 

 ﾒｷﾞ ﾍﾋﾞﾉﾎﾞﾗｽﾞ NT - 準固有種 

 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ ﾄｳｶｲｺﾓｳｾﾝｺﾞｹ - - 準固有種 

 ﾊｲﾉｷ ｸﾛﾐﾉﾆｼｺﾞﾘ - - 準固有種 

低山地疎林 ﾂﾂｼﾞ ﾅｶﾞﾎﾞﾅﾂﾊｾﾞ CR VU - 

草地・半裸地 ｲﾈ ｳﾝﾇｹ VU VU 大陸要素の残存分布 

丘陵地 ﾌﾞﾅ ﾓﾝｺﾞﾘﾅﾗ NT  冷温帯系の遺存種 
注）・固有種、準固有種：遺存植物か遺存植物から分化したもの 

     ・RDB の区分は以下のとおり 
        絶滅［EX 、野生絶滅:EW］、絶滅のおそれのある種［絶滅危惧ⅠA類:CR、絶滅危惧ⅠB類:EN、絶滅危惧Ⅱ類:VU］、 

準絶滅危惧［NT］ 
資料）・レッドデータブックあいち植物編(2001) 愛知県、里山の生態学（2002）広木詔三 
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（全79湿地）

 

図Ⅲ－２－４ 東海丘陵要素植物群の分布状況 
注）・以下の資料で調査された本県に分布する湧水湿地 76箇所と泥炭湿原 3箇所、計 79 箇所について集計した。 

・ｸﾛﾐﾉﾆｼｺﾞﾘについては調査されていない 
・（）内は当該植物が分布していた湿地数 

資料）周伊勢湾要素植物群の自然保護（1991）世界自然保護基金日本委員会 

 

（４）動物 

湿地・湿原には、明るい場所から半日陰地、大規模なものから小規模な

もの、草丈の高い植物が繁茂する状態から植生が貧困で裸地に近いものま

で、様々な環境がみられる。 

湿地･湿原の環境の違いにより生息する動物種にも違いがみられること

から、動物の種類をもとに植生など湿地・湿原の環境の変化をとらえるこ

とができる（表Ⅲ－２－５）。 

遷移が初期段階にある湿地・湿原に生息する動物として、ハッチョウト
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ンボやヒメヒカゲ等が挙げられる。ハッチョウトンボは植生が貧弱で、モ

ウセンゴケやミミカキグサ等が生えているような裸地状の湿地部に生息

する。雌雄ともに定着性が強いが、植物の遷移が進み草丈が高くなると姿

を消す 4)。 

また、湧水があり底質が泥や砂の場所にはホトケドジョウが生息してい

る。一方、トウキョウサンショウウオは湿地･湿原内の止水部等を産卵場

として利用している。 

これら動物についても植物と同様、開発や遷移等による湿地･湿原の減

少にともない個体数や分布域が減少してきている。ヒメヒカゲはかつて県

内の湿地･湿原に広く分布していたが、生息地を広げる習性に乏しく、湿

地・湿原の開発によって生息地が縮小し、現在では数箇所に生息するのみ

である 2)。 

 

表Ⅲ－２－５ 湿地・湿原に生息または利用する主な動物種とその生息環境 
  目名 科名 対象種 県 RDB 国 RDB 生息環境等 

両生類 ｻﾝｼｮｳｳｵ目 ｻﾝｼｮｳｳｵ科  ﾄｳｷｮｳｻﾝｼｮｳｳｵ EN LP 止水部等を産卵場として利用する 

魚類 ｺｲ目 ﾄﾞｼﾞｮｳ科  ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ NT EN 上流に湧水があり､底質が泥や砂の場所でみられる 

昆虫類 ﾄﾝﾎﾞ目 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科  ﾓｰﾄﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ   植物の草丈が低く明るい湿地でみられる 

    ﾔﾝﾏ科  ｻﾗｻﾔﾝﾏ   ﾊﾝﾉｷなどが生育する場所等でみられる 

    ﾑｶｼﾔﾝﾏ科  ﾑｶｼﾔﾝﾏ   湿った崖地や谷底の湿地でみられる 

    ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ科  ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ VU  明るい湿原でみられる 

       ﾊﾈﾋﾞﾛｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ VU  湿地の中の細流等でみられる 

    ﾄﾝﾎﾞ科  ﾋﾒｱｶﾈ   明るい湿地でみられる 

       ﾊｯﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ   裸地状の湿地や植物の草丈の低い池畔の湿地等でみられる

       ﾊﾗﾋﾞﾛﾄﾝﾎﾞ   明るい湿地等でみられる 

  ｶﾒﾑｼ目 ﾀｲｺｳﾁ科  ﾋﾒﾀｲｺｳﾁ NT  湧水のある湿地等や池畔でみられる 

    ﾏﾙｳﾝｶ科  ｱｶｼﾞﾏｱｼﾌﾞﾄｳﾝｶ NT  植物の背丈が低く明るい湿地でみられる 

  ｺｳﾁｭｳ目 ﾊﾑｼ科  ﾈｸｲﾊﾑｼ類    明るい湿地等でみられる 

  ﾁｮｳ目 ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ科  ﾋﾒﾋｶｹﾞ CR VU 明るい湿性草地でみられる 

       ｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ NT VU 湿地・湿原とその周辺の低木の疎林等でみられる 

    ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科  ﾋﾒｼｼﾞﾐ VU NT ﾏｱｻﾞﾐの生育する湿性草原にみられる 

       ﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ NT  ﾊﾝﾉｷが自生する湿原林等でみられる 
注） ・湿地・湿原に生息または利用する種のうち、湿地・湿原環境を比較的よく利用する種、湿地環境の変化に対する指標性が高い種を挙げた。 

・ネクイハムシ類：ｵｵﾐｽﾞｸｻﾊﾑｼ、ｶﾂﾗﾈｸｲﾊﾑｼ、ﾂﾔﾈｸｲﾊﾑｼ 
  ・ＲＤＢの区分は以下の通り 
   EX:絶滅、EW:野生絶滅、CR:絶滅危惧ⅠA類、EN: 絶滅危惧ⅠB類、VU: 絶滅危惧Ⅱ類、NT: 準絶滅危惧、LP:地域個体群 

資料）レッドデータブックあいち動物編 (2002) 愛知県、ため池と水田の生き物図鑑 動物編（2005）近藤繁生ほか 
高崎保郎（2002）愛知万博会場予定地におけるムカシヤンマの棲息環境と羽化生態 月刊むし．No.377 

 

（５）遷移 

遷移とは、ある場所に成立した植物群落が、その場所の環境条件を変化

させ、やがてそれに適合した別の群落へと変化していく現象を指す。 

本県の湧水湿地における遷移の一例として、八竜湿地において植生の変

化と泥土の量及び栄養状態並びに乾湿の程度との関係が調べられている

（図Ⅲ－２－５）。これによると、泥土が少なくかつ湿った環境において

はイトイヌノヒゲ－イガクサ亜変群落がみられるのに対し、泥土が多く乾

燥した環境においてはイ亜群落がみられるなど、遷移の進行には土壌の堆
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積が大きな要因となることがわかる。さらに遷移が進行すると、湿地部に

樹木が侵入し、その生長は蒸発散量の増加に伴う湿地部の乾燥化に加え、

根の発達により地中への漏水を生じ、さらに遷移を進行させる大きな要因

となる。 

一方、周辺林の発達が湿地･湿原の遷移に果たす影響もある。周辺林の

樹木の生長は、樹冠の発達によって土壌に達する有効雨量を減少させたり、

樹木の蒸発散の増加によって土壌水分を減少させたりする。これらの蒸発

散量は樹種・樹齢・生育程度・土壌条件によって異なるが、林が生長する

に従って増加する。その結果周辺部から湿地･湿原へ供給される地下水量

が減少することになる 4)。また、周辺林の発達は地下水量の減少に加え、

土壌の表面侵食を防止したり根の発達により土壌を安定化させたりする

ため 20)、地滑りや土砂崩壊の発生を抑え、新たな湧水湿地が生じにくくな

っているものと考えられる。 

湧水湿地の遷移に対して、かつては人の活動が遷移の進行の抑制に関わ

ってきた。湧水湿地の多くは里山に位置しており、周辺林は燃料・肥料の

生産場として人の生活にとって重要な場であった。里山の樹林が適度に伐

採され管理されていくことで遷移がとどめられ、結果的に湧水湿地の生命

線である湧水量が調節されてきたことが、寿命が短いとされる湧水湿地が

存続してきた要因の一つと考えられる 4)。 
 

 
図Ⅲ－２－５ 水生遷移と栄養遷移の系列（八竜湿地） 

資料）大森湿原の植生（1977）本田稔 
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 ３ 社会環境 

（１）人口 

湧水湿地のほとんどが人口密度1,000人/km2以下の地域に分布している

が、濃尾平野、豊橋平野の周辺に位置するものについては近傍に人口密度

が 5,000 人/km2を超える人口密集地が迫っており、名古屋市内に位置する

ものについては既にこうした人口密集地内にある（図Ⅲ－３－１）。 

湧水湿地は市街化区域の縁辺部に分布しており、住居や都市の利便性向

上のための開発が求められる地域に重なっている。一方、中間湿原は山間

地の人口密度が低い地域に分布している。 

湿地･湿原の利用という点では、人口密集地近くに分布する湧水湿地は、

観光やレクリエーション及び環境教育等の場として活用できる可能性が

高いと考えられる。 

 

 
 

図Ⅲ－３－１ 人口密度分布と湿地･湿原 
資料）・平成 12年国勢調査 地域メッシュ統計 第 1次地域区画別人口及び一般世帯数 

（2000）財団法人統計情報研究開発センター 
・湿地・湿原の分布は図Ⅲ－１－１に対応 
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（２）土地の利用規制及び所有形態 

湿地･湿原の保全につながると考えられる土地利用規制としては、自然

環境保全法及び自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例に基づく自

然環境保全地域、自然公園法及び愛知県自然公園条例に基づく自然公園、

森林法に基づく保安林、都市計画法に基づく市街化調整区域、都市計画公

園･緑地、緑地保全地域・特別緑地保全地区、風致地区等がある（表Ⅲ－

３－１）。一方、湿地・湿原の消失、減少につながると考えられる土地利

用規制としては、都市計画法に基づく市街化区域、農業振興地域の整備に

関する法律に基づく農業振興地域、農用地区域等がある。 

なお、市街化調整区域や自然公園など湿地･湿原の保全につながると考

えられる土地利用規制地内においても、農業振興地域及び農用地区域が重

なっている場所については、農用地開発等による湿地･湿原消失のリスク

が高いと考えられる。実際、表Ⅲ－１－１に示した県内 66 箇所の湿地･

湿原の状況をみると、市街化調整区域に分布する湿地･湿原は、66 箇所中

50 箇所と多いが、このうち約半数にあたる 24 箇所が農業振興地域や農用

地区域内に存在している(図Ⅲ－３－２、表Ⅲ－３－２)。また、自然公園

内には 20 箇所（特別地域に 14 箇所、普通地域に６箇所）分布しているが、

このうち 12 箇所が農業振興地域や農用地区域の指定を受けている。 

以上の他、表Ⅲ－１－１に示した 66 箇所の湿地･湿原のうち 45 箇所は

砂防法に基づく砂防指定地に分布している。砂防指定地は防災上、開発等

の行為が規制される一方、防災対策事業が優先される地域でもある。この

ような防災指定が多く敷かれている事は、新たな湧水湿地が成立しにくい

現状を示している。 

次に、湿地･湿原の土地所有状況についてみると、表Ⅲ－１－１に示し

た 66 箇所の湿地･湿原のうち、情報が得られた 37 箇所で全体が公有地化

されているのは約３分の１に当る 14 箇所であった(図Ⅲ－３－３)。一方、

民有地、あるいは民有地を含む湿地･湿原は約３分の２の 23 箇所であった。

水源林については、情報が得られた 14 箇所の湿地･湿原のうち全域が公有

地なのは３箇所と少なかった。 

湿地･湿原の土地を公有化することは、管理活動や利用を図るための施

設整備等を円滑に進める上で有効であると考えられるが、前述のように公

有地化されている湿地･湿原の割合が少ないのが現状である。なお、一部

の湿地･湿原については、民有地であっても土地所有者に対し行政が税制

上の優遇措置を講じたり、土地を借り上げて保全を行ったりするなど柔軟

な対応が取られている場合もある。 
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表Ⅲ－３－１ 湿地･湿原に関係する土地利用規制 

土地利用区分 規制対象行為 規制内容 

自然環境 特別地区 木材の伐採、地形改変他   許可 

保全地域  野生動植物保護地区 指定した野生動植物の捕獲・採取 原則禁止 

 普通地区 地形改変他 届出 

自然公園 特別地域 土地の形状変更、植物の採取(指

定種)他 

許可、調査義務（1ha 以上、延長

2km若しくは幅員10m以上の道路）

 普通地域 土地の形状変更他 届出、調査義務（10ha 以上） 

保安林 伐採や土地形質の変更 知事の許可が必要 

市街化調整区域 開発行為や建築行為等 原則として禁止 

風致地区 建築や開発行為 県や市町村の許可が必要 

都市計画公園・緑地 建築行為 知事の許可が必要 

緑地保全地域・特別緑地保全地区 建築行為など 制限 
 

 

 

 
図Ⅲ－３－２ 土地利用規制と湿地･湿原の分布 

注）・本図は、各土地利用規制の指定図を上から市街化区域、農業振興地域、自然公園、市街化調整区域、
森林地域の順に重ねて表示したものであり、各土地利用規制の指定地が重複している場合がある。 

・森林地域とは森林法により定められた森林の土地として利用すべき土地で、保安林等を含む。 
資料）・指定地域メッシュ(Ａ02－60Ｍ)［５地域・鳥獣保護区・自然公園］(1985) 国土交通省 
   ・湿地・湿原の分布は図Ⅲ－1－1に対応 
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表Ⅲ－３－２ 湿地・湿原に係る土地利用規制の状況 
自然公園 農業振興地域

 
対象
湿地数

自然環境
保全地域 

特別
地域

普通
地域

保安林国有林
風致
地区

都市
計画
公園･
緑地

緑地 
保全 
地区 

砂防 
指定地  

農用地
区域

市街化区域 4 0 0 0 0 0 1 2 1 2 0 0 

市街化調整区域 50 24 9（4） 5 (4) 22 2 4 0 0 43 24 8 

山間部 12 8 5 (3) 1 (1) 0 0 0 0 0 0 8 2 

14 (7) 6 (5)
計 66 32 

20 (12) 
22 2 5 2 1 45 32 10 

資料）・自然公園の（ ）内は農業振興地域及び農用地区域に該当する湿地数を示す 
・対象湿地･湿原は表Ⅲ－1－1に対応 

 

 

 

一部

民有地

10%

全体が

公有地

36%

全体が

民有地

51%

37箇所

19箇所

4箇所

14箇所

      

全域が
公有地
21%

一部が
民有地
36%

全域が
民有地
43%

14箇所

6箇所

5箇所

3箇所

 

 

図Ⅲ－３－３ 湿地･湿原の土地の所有状況 
注) 以下の資料から情報が得られた湿地・湿原の土地所有状況 
資料）第 5回自然環境保全基礎調査における湿地調査(環境省、1995)、本調査における聞き取り調査 

 

（３）湿地･湿原の利用状況 

 本県の湿地･湿原のうちで、地域の観光資源として広く利用されている

事例として豊橋市の葦毛湿原（石巻山多米県立自然公園）が挙げられる。 

葦毛湿原は、面積が約 3.2ha と湧水湿地の中では規模が大きく常時開放さ

れており、シラタマホシクサ等の植物が広範囲に分布している。そのため、

市内はもとより県内から年間約 5 万人の人々が訪れており(図Ⅲ－３－

４)、シラタマホシクサが開花する時期の休日の来訪者は 1,000 人を超え

る 21)。 

 来訪者の年齢構成については 50 歳代が 36％と最も多く、50 歳代から

60 歳代で全体の 6 割超を占めるなど中高齢者層が多いという特徴がある
21)。また、リピーターが多いという特徴もある。 

このように広く親しまれる一方で、来訪者の湿地内への立ち入り、犬な

どのペットの連れ込み、植物の盗掘、外国産食虫植物の持ち込みなどが頻

繁に起きているという現状もあり 21)、対策としてＮＰＯ等保全活動団体

等による監視や来訪者への指導が定期的に行われている。 

ⅰ)湿地･湿原の土地所有状況 ⅱ)水源林の土地所有状況 
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 また、規模の小さい湿地・湿原においても、盗掘等を防止するためフェ

ンスによる立ち入り規制が行われているところもある。こうした場合、来

訪者は、湿地・湿原が一般に公開される時期に利用したり、観察会の機会

に指導員とともに利用したりしている。 

なお、人手不足や資金不足といった問題から施設整備が進まず公開され

ていない湿地・湿原も多い。 
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図Ⅲ－３－４ 葦毛湿原来訪者の状況 
注）ⅱ)2002 年 9月 19 日(木)、22 日(日)の訪問者 1012 人中、アンケート回答者 444 人の結果 

資料）平成 14 年度 まちづくり研究 報告書（2003）豊橋市 

 

（４）湿地・湿原における保全の取組状況 

 ア 愛知県の取組 

本県では、優れた自然環境の保全を目的とした自然環境保全地域の指

定、優れた風景地の保全を目的とした自然公園の指定及び文化財を保護

することを目的とした天然記念物の指定により、湿地・湿原の消失につ

ながる地形の改変や動植物の採取などの各種行為を規制している（表Ⅲ

－３－３）。なお、自然環境保全地域及び自然公園については、指定後も

専門家による現地調査を行い、湿地・湿原の状況の変化を確認し維持管

理を行っている。天然記念物についても同様に、必要に応じて専門家や

民間団体に管理を委託し保全を図っている。 

また、自然公園法や森林法等の法令による規制がない地域で一定面積

以上の宅地造成等の開発行為を行う場合に届出を義務付け、湿地・湿原

を含めた自然環境の破壊を防止するため必要に応じて指導を行っている。 

さらに、環境影響評価制度の対象となる大規模な開発事業については、

事業者にあらかじめ事業実施による環境影響を調査、予測及び評価する

ことを義務付け、影響がある場合には回避・低減等の保全措置を実施す

ることを求めている。 

一方、県レッドデータブックの発刊により、湿地・湿原に生育する絶

ⅰ) 年間総数(人) ⅱ) ｼﾗﾀﾏﾎｼｸｻ開花期(2 日間)の年齢層別来訪者数(人)
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滅のおそれがある動植物の情報について広く県内外に発信し、これら希

少種の保全に向けた啓発を行うとともに、県民の自然に対する理解を深

め保全活動等の行動を促進することを目的として、自然観察指導員、イ

ンタープリターなど人材育成にも取り組んでいる。 

なお、県内には湿地･湿原の保全活動に取り組む市町村や関係団体によ

る「湿地サミット」が定期的に開催されており、本県も参加している。

このサミットでは、湿地･湿原の保全に向けた交流や意見交換等の活動が

行われている。 

 

表Ⅲ－３－３ 本県における湿地･湿原の保全に関わる制度 
指定 規制内容 その他の取り組み 該当する湿地･湿原及び所在地 

自然環境 
保全地域 

（行為の規制） 
・特別地区：  

許可…木材の伐採、地形改変他 
・野生動植物保護地区（特別地区内）： 

原則禁止…指定した野生動植物 
の捕獲・採取 

・普通地区：届出…地形改変他 

・専門調査員による追跡調査 
（数年間隔） 

・木柵の設置（田之士里湿原） 

・壱町田湿地（武豊町） 
・小堤西池（刈谷市） 
・田之士里湿原（豊田市） 
・海上の森における湧水湿地（瀬戸市）

(表Ⅲ-1-1No.6,10～12) 
（以上 3 箇所と 1 地域） 

自然公園 

（行為の規制） 
特別地域： 
許可制…木材の伐採、土地の形状変更、

植物の採取(指定種)他 
普通地域：届出制…土地の形状変更他

・地域内における開発行為には事前
に 1 年間の現況調査が必要 

・調査結果及び保全対策をふまえた
開発計画を作成し提出 

(特別地域内)…14 箇所 
表Ⅲ-1-1 No.5,15,28,32,33, 
47,51,54,55,59,60,61,64,66 

(普通地域内)…6 箇所 
No.21,22,30,52,53,57 

国指定 
天然記念物 

(制限の内容) 
原則禁止:許可制(文化庁長官) 

(禁止事項) 
天然記念物に関しその現状を変更， 
又はその保存に影響を及ぼす行為 

(例外) 現状変更の場合 維持の措置 

・委託管理による保全（小堤西池）・小堤西池のｶｷﾂﾊﾞﾀ群落（刈谷市） 
・ﾋﾄﾂﾊﾞﾀｺﾞ自生地(犬山市) 
・椛のｼﾃﾞｺﾌﾞｼ自生地（田原市） 

（以上 3 箇所） 

県指定 
天然記念物 

(制限の内容) 
原則禁止:許可制(都道府県) 

(禁止事項) 
天然記念物に関しその現状を変更、 
又はその保存に影響を及ぼす行為 

(例外) 現状変更の場合 維持の措置 

・委託管理による保全 
（豊明のﾅｶﾞﾊﾞﾉｲｼﾓﾁｿｳ、 
壱町田湿地、葦毛湿原） 

・フェンスの設置 
（豊明のﾅｶﾞﾊﾞﾉｲｼﾓﾁｿｳ、 
壱町田湿地、長の山湿原） 

・豊明のﾅｶﾞﾊﾞﾉｲｼﾓﾁｿｳ（豊明市） 
・壱町田湿地植物群落（武豊町） 
・長の山湿原（新城市） 
・琴平町のｼﾃﾞｺﾌﾞｼ自生地（豊田市） 
・葦毛湿原（豊橋市） 
・黒河湿地植物群落（田原市） 
・伊川津のｼﾃﾞｺﾌﾞｼ（田原市） 
・西尾のﾋﾒﾀｲｺｳﾁ（西尾市） 

（以上 8 箇所） 

市指定 
天然記念物 

(制限の内容) 
原則禁止:許可制(市教育委員会) 

(禁止事項) 
天然記念物に関しその現状を変更， 
又はその保存に影響を及ぼす行為 

(例外) 現状変更の場合 維持の措置 

・立ち入り制限、監視（御船湿地）
・保全対策調査、フェンスの設置（ﾅ

ｶﾞﾊﾞﾉｲｼﾓﾁｿｳ自生地） 
 

・ｼﾗﾋｹﾞｿｳ自生地（豊田市） 
・ﾅｶﾞﾊﾞﾉｲｼﾓﾁｿｳ自生地(豊橋市) 
・築水池のｼﾃﾞｺﾌﾞｼ自生地（春日井市）
・藤七原湿地植物群落（田原市） 

（以上 4 箇所） 

 

イ 市町村の取組 

前述のように、湿地･湿原の土地を公有化することは、管理活動や利用

を図るための施設整備等を円滑に進める上で有効であり、新城市、武豊

町などでこうした取組が進められている。豊田市では、湧水湿地の集水

域についても公有地とし、湧水湿地と水源域を一体的に保全管理する取

組を進めている。名古屋市では、公有地化が難しい場合に、都市緑地法

に基づく｢市民緑地｣制度を利用し湿地・湿原の保全を行っている。「市民

緑地制度」とは、市町村と土地の所有者が使用賃借契約を結び、市町村

が土地を一般に公開しながら緑地の保全を進めていく代わりに、土地所
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有者の税金が減免される制度である。 

また、市町村においても、文化財を保護することを目的とした天然記

念物の指定により、湿地・湿原の消失につながる地形の改変や動植物の

採取などの各種行為を規制しており、豊橋市などでこうした取組が行わ

れている（表Ⅲ－３－３）。 

湿地・湿原を保全するための活動は、それぞれの地域でＮＰＯ等の保

全活動団体が自発的に行っている場合が多く、その取組の内容は次項で

述べるが、岡崎市においては、市自らが定期的に保全活動を行うととも

に地域住民や事業者に参加を呼びかけるなど、地域と一体となった保全

活動に取り組んでいる。 

 

   ウ ＮＰＯ等保全活動団体の取組 

ＮＰＯ等の保全活動団体が行っている取組について、聞き取り調査に

より把握した。その概要は以下のとおりである。 

保全への取組状況としては、木柵等による立ち入りの制限が 11 箇所中

6 箇所、植生や水質等の定期調査が６箇所、観察会等の普及・啓発活動

が７箇所で行われていた (図Ⅲ－３－５)。 

また、日常的な管理作業の実施状況については、湿地・湿原内や周辺

林の樹木の伐採が 11 箇所中 10 箇所と最も多く実施されており、除草が

9箇所、巡視が 8箇所で実施されていた。その他、5箇所で表土除去、4

箇所で外来種除去が行われていた。また、外部水源の導入、採種と播種、

客土持込及び育苗といった比較的人工的な関与が強い作業も行われて

いた（図Ⅲ－３－６）。 

保全活動を行っている団体は、現状を放置すればいずれ湿地･湿原が消

滅してしまうという共通の危機感を抱えていた。しかし、その保全への

取り組み方は、湿地･湿原自体の危機度、保全の方向性、体制等の点にお

いて様々であった。 
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図Ⅲ－３－５ 保全への取り組み内容と実施状況 

注)  聞き取り調査結果による 
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図Ⅲ－３－６ 日常管理の作業内容と実施状況 
注)  聞き取り調査結果による 
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図Ⅳ－１ 周辺林による被陰

Ⅳ 湿地・湿原の保全活動に関する課題 

 ＮＰＯ等の保全活動団体を対象に行った聞き取り調査及び現地調査から得ら

れた湿地・湿原の保全活動に関する課題を整理した結果をもとに、遷移による

植生変化、開発による湿地・湿原の消失及び縮小、湿地・湿原の利活用、湿地･

湿原を支える仕組みの四つの課題をまとめた（表Ⅳ－１）。 
 
１ 遷移による植生変化 
（１）被陰 

湧水湿地のなかには周辺林の生長に伴う湿地・湿原の日照低下によって、

本来生育すべきミカヅキグサやミミカキグサなどが減少し、ヌマガヤやネ

ザサ、オオミズゴケが増加している場所

がみられる。このような被陰による植生

変化は、周辺林の生長だけでなく、湿

地・湿原内への樹木の侵入によってもみ

られ、遷移の初期に侵入してきた植物種

の多くが被陰によって消滅する。 

谷底部の湧水湿地は細長く分布する

ため、特に周辺林による影響を受けやす

く、湿地・湿原内の草地群落はミズゴケ

が優占する群落に変化し、シデコブシや

サクラバハンノキなどの木本は葉や花

が少なくなる傾向がみられる。これらの

木本群落は、被陰がさらに進むと世代更

新が途絶え消滅することとなる。 

 
（２）乾燥化 

湿地･湿原の多くで乾燥化が進行し、そのため乾燥に強い種が侵入し希

少種が絶滅の危機にさらされている。乾燥化は、周辺林の生長による湧水

量の減少、流路の侵食による地下水位の低下などが原因で生じている。 
 
ア 周辺林生長による湧水量減少 

 湧水湿地の周辺林は、かつては薪炭林として利用されアカマツなどの

低木がまばらに生えており、現在に比べ蒸発散量は著しく少なかったと

考えられる。現在では、周辺林が利用されることなく放置され生長が進

んだため蒸発散量が増加し、集水域の地下水量の低下や湿地部への湧水

量の減少が顕著になっている。 
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イ 遷移に伴う影響 
初期の湧水湿地は裸地状を示す場合が多いが、時間の経過とともに泥

が堆積し土壌が形成され、さらにイネ科などの植物が侵入することによ

り土壌の堆積が進む。こうした過程を経て、土壌の表面が次第に乾燥し

てくる。 
 中間湿原においても、イネ科植

物等が密生することで地形に微

細な高低差が形成され、部分的に

乾燥化が進んでいる場合がある。 
 遷移が進行し樹木が侵入した

場合には、蒸発散量の増加、根の

発達による地中への漏水の発生

などにより地下水位が低下し、一

層の乾燥化が進んでいる。 

 

ウ 流路侵食による地下水位低下 

流路を伴う湿地・湿原の場合、

流路の侵食により地下水位が低

下し乾燥化している場合がある。

また、周辺林の伐採や土地改変等

により降雨流出量が増加し、こう

した流路の侵食が促進されてい

る場合もある。 

 

 

（３）植生管理における専門的知見の不足 

日常的な管理作業において、植生管理に関する科学的な検討が十分に

行われていなかったために効果が上がらなかったケースが多くの湿地・

湿原でみられる。 

例えば、湿地・湿原の植生を保全することを目的として行った除草に

より多様な植生がイネ科のみが優占する単調な植生へと変化したり、灌

漑目的で湿地・湿原内に本来の涵養水の水質と異なる水を導入したため

富栄養化が進行した場合がある。また、表土除去を実施したものの期待

したような効果がみられなかった場合もある。 

また、湿地･湿原の植生変化や地下水位低下をモニタリングしている場

合で、モニタリング結果の評価方法についての知見の不足から、結果が

管理方法に有効に活用されていない場合もみられる。 

図Ⅳ－２ 樹木が侵入した中間湿原

図Ⅳ－３ 湧水湿地内の流路侵食
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２ 開発による湿地・湿原の消失及び縮小 

 開発行為に際し、湿地・湿原の集水域への配慮が欠けていたため湿地・湿

原の消失や縮小につながった事例がみられる。 

例えば、湿地・湿原が残されている場合であっても集水域が開発され湧水

量の低下を招いた場合がある。 

また、開発に際して地下水位低下の影響を低減する措置として導入された

地下導水パイプの能力不足など、保全措置が不十分なために湿地･湿原の乾

燥化が進行している場合もみられる。 

さらに、湿地･湿原の集水域が民有地である場合に住宅や畜舎からの排水

による水質の富栄養化により、湿地・湿原内の植物の大半が絶滅したケース

もみられる。 

 

３ 湿地･湿原の利活用 

（１）採取等による希少種の消滅及び減少 

希少種の採取や、写真撮影等を行う場合の湿地・湿原内の踏み荒らしに

よって、希少種が消滅したり減少している場合がある。 

 

（２）来訪者による移入種の持込み及び増加 

本来その場所に生育していなかった移入種が、湿地･湿原へ定着してい

る場合も多くあり、ミズバショウやサギソウといった園芸種の持ち込みや、

来訪者の衣服、靴などに付着した種子などが原因となっていると考えられ

る。また、こうした移入種と湿地・湿原内に自生していた自生種が交雑す

ることにより、除去が極めて困難な状況になっている場合もみられる。 

 これらの人為的な植物種の移入は、一部の愛好家による場合が多く、生

物多様性を保全するためには、湿地・湿原生態系が移入種による影響を受

けやすく生物多様性保全のためには移入種を持ち込んではならないとい

う基本的な知識が欠如していることが原因と考えられる。 

 

４ 湿地･湿原を支える仕組み 

 湿地･湿原生態系を保全する上で基本となるのは、遷移の進行を止めるあ

るいは遅らせることであり、多くのＮＰＯ等の保全活動団体が、除草、伐採、

灌漑施設の整備等を実施している。しかしながら、人材や資金の不足、専門

家や行政等との連携不足などの課題がある。 

 

（１）湿地･湿原の保全に係る人材・資金の不足 

ＮＰＯ等の保全活動団体については、その多くで高齢化が進行するなど

人材不足が問題となっている。これは、若年層が、勤務との兼ね合いによ
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り日常の管理作業に参加できない場合が多いことと関係があると考えら

れる。また、保全活動団体をとりまとめ総合的な判断をするリーダーの人

材不足が特に深刻な問題である。 

一方、保全活動を適切に進める上で専門家の助言指導は重要であるが、

植物相調査や希少種の同定が可能な専門家は多いものの、湿地･湿原の生

態系全体を眺めながら追跡調査ができる人材は少ないといわれており、こ

うした専門家についても高齢化が進みつつある。 

また、利活用のための施設整備、除草等の日常管理、モニタリング調査

等には相当な費用が必要であり、ボランティア活動だけでは資金的に運営

が難しいなどの問題がある。 

 

（２）活動主体間の連携の不足 

専門家からＮＰＯ等保全活動団体へなされる助言指導の内容が十分伝

わっていない、あるいは助言指導の内容が専門家により異なるといったケ

ースがあった。また、行政が保有している情報がＮＰＯ等保全活動団体な

どに十分伝わっていないケースもあった。 

 
（３）地域指定後の管理活動 

天然記念物に指定されている湿地・湿原については、文化財保護の観点

から適切な管理作業が行われるよう除草や伐採等の管理作業を実施する

場合に許可を受けることが必要である。適切な管理作業を実施するために

は科学的知見を踏まえた適切な作業計画の立案が必要となるが、専門的知

見の不足などから適切な作業計画の立案が困難なケースがあった。 

 
 

表Ⅳ－１  湿地・湿原の保全活動に関する課題のまとめ 
課     題 主 な 内 容 課題に取り組む主体 

１ 遷移による植生変化 ○被陰 NPO 等保全活動団体、市町村、専門家 
 ○乾燥化  
  ・周辺林生長による湧水量減少 NPO 等保全活動団体、市町村、専門家 
  ・遷移に伴う影響 NPO 等保全活動団体、市町村、専門家 
  ・流路侵食による地下水位低下 NPO 等保全活動団体、市町村、専門家 
 ○植生管理における専門的知見の不足 NPO 等保全活動団体、県、市町村、専門家

２ 開発による湿地・湿原

の消失及び縮小 
○開発による湿地・湿原の消失及び縮小 県、市町村、事業者 

３ 湿地･湿原の利活用 ○採取等による希少種の消滅及び減少 県民、NPO 等保全活動団体、県、市町村、

専門家 
   ○訪問者による移入種の持込み及び増加 県民、NPO 等保全活動団体、県、市町村、

専門家 
４ 湿地・湿原を支える仕

組み 
○湿地･湿原の保全に係る人材・資金の不

足 
県民、NPO 等保全活動団体、県、市町村、

専門家、事業者 

   ○活動主体間の連携の不足 NPO 等保全活動団体、県、市町村、専門家

 ○地域指定後の管理活動 NPO 等保全活動団体、県、市町村 
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Ⅴ 湿地･湿原の保全活動に関する課題に対する考え方 

  前章でとりまとめた湿地・湿原の保全活動に関する四つの課題に対応する  

 ための考え方を以下のとおりまとめた。 

 

１ 植生の適切な管理 

 湿地・湿原における希少種等の生育環境を適切に保全するためには、本県の

湿地・湿原が減少、劣化の傾向にあることから、遷移の進行を止めたり戻した

りといった関与により湿地･湿原の植生を管理することが必要な状況となって

いる。この際、目標とする植生を定め、目標とする植生を維持する作業計画を

立案するとともに、適切に管理作業を実施することが必要である。また、植生

変化等をモニタリングし、必要に応じて作業計画の見直しを行うことも重要で

ある。 

 なお、以上に述べた目標植生の設定からモニタリングに至る一連の作業は、

専門的な知識を必要とするので、専門家の指導助言を得ながら実施することが

望ましい。 

 

（１）目標植生の設定 

まず、それぞれの湿地・湿原について目標とする植生状況（以下「目標

植生」という。）を設定する。保全のための地域指定等がされている場合に

は、指定当時の植生を目標植生とすることを原則とする。また、地域指定

等がされていない場合は、当該湿地・湿原の現在及び過去の植生や周辺に

分布する湿地･湿原の植生をもとに、目標植生を設定することとする。この

際、特定の希少種の保全のみを目標とするのではなく、こうした希少種が

生育する生態系の保全を目標として目標植生を定めることが必要である。 

 

（２）作業計画立案 

次に、目標植生を維持あるいは回復するための作業計画を立案する。 

作業計画には、植生を維持回復するための伐採や除草、乾燥化を防ぐた

めの周辺林の伐採や排水路の点検といった通常時に行う作業の実施方法及

び頻度を定めることとする。また、排水路の補修や災害時流入する土砂の

除去など緊急の対応が必要なものについても、対応策を検討しておくこと

が望ましい。 

なお、植生を管理する上で播種や移植を行う場合には、当該湿地・湿原

に本来生育すべき種を復元するため、自生する種の種子や株を用いること

を基本とし、他の場所からの持込みを行う場合は遺伝的撹乱の可能性の有

無について十分な検討が必要である。 
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また、乾燥化を防止するために、人工給水を行う場合についても、富栄

養化を進めないよう水質の管理に十分な検討が必要である。 

 

（３）管理作業の実施 

立案した作業計画に従い植生管理、水源等の管理作業を実施する。 

作業の実施に当たっては、移入種を持ち込んだり、湿地・湿原内を踏み

荒らすことのないよう、十分な注意が必要である。 

なお、後述するモニタリングや作業計画の見直しにおいて参考となるの

で、管理作業の実施内容を記録として残しておくことが望ましい。 

また、作業実施に際して他の保全団体等と積極的に交流を図り知識技能

の向上を図ったり、管理作業の内容を地域の人々に知らせ、可能であれば

地域の人々に管理作業への参加を呼びかけるなど、管理作業の実施を湿地･

湿原の保全に係る人材育成の場として活用していく視点も求められる。 

  

（４）モニタリングの実施 

管理作業の効果を判断し作業計画の見直しを適切に行うため、湿地･湿原

の変化をモニタリングすることが必要である。 

モニタリングの内容としては、植物の生育状況の変化を把握するため、

植生図及び植物リストを作成することが重要である。また、乾燥化を防ぐ

ため観測井戸を設けて地下水位の変化を把握することが望ましい。 

さらに、詳細なモニタリングの実施が可能な場合には、帯状区における

植生断面図を作成して被陰による植生変化を把握したり、永久方形枠によ

り詳細な植生調査を行ったりする他、水質測定、流量測定、動物調査を実

施するとよい。 

 

２ 開発に当たっての湿地・湿原及び水源域の保全 

環境影響評価制度の対象となる大規模な開発事業については、この制度に

基づき、湿地･湿原内の希少種等の生息・生育状況を調査するとともに、事

業実施による影響を予測及び評価し、希少種等の生育環境を保全するための

適切な保全措置を講ずる必要がある。保全措置の実施に当たっては、安易に

他の湿地・湿原に希少種を移植する代償的な措置を行うのではなく、影響を

回避し、または低減することを優先すべきである。 

 また、湿地・湿原だけでなくその集水域が開発区域に含まれる場合につい

ても、集水域の消失または縮小により、湿地・湿原の湧水量や水質にどのよ

うな変化がおこり、ひいては湿地・湿原の生態系にどのような影響が生じる

のか予測及び評価する視点が必要である。 

 なお、環境影響評価制度の対象とならない小規模の開発行為についても、
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開発行為による影響を把握し、湿地・湿原生態系保全に配慮することが望ま

れる。また、地域住民に対し事前に開発行為の内容を周知し理解を求めると

ともに、当該湿地・湿原を保全する活動団体等がある場合は、互いに意見や

情報を交換し、環境配慮の方法について地域社会と合意形成していく視点が

必要である。 

 

３ 利活用に際しての留意事項の徹底 

 （１）希少種の採取等の抑制 

 希少種の採取や湿地・湿原の踏み荒らしを防ぐため、湿地・湿原の適

切な利活用がなされるよう利用者に呼びかけ、利用者の自覚を促すこと

が必要である。また、必要に応じてフェンスの設置等による立入制限を

行うこと、湿地・湿原と遊歩道の間に十分な距離を取ること、パトロー

ルなどの監視体制を整備することについても検討すべきである。 

なお、特に保護を必要とする希少種については採取を原則として禁止

する制度の検討も必要となっている。 

 

 （２）移入種等の持ち込みの抑制 

 移入種の持ち込みは、生物多様性、特に遺伝子レベルでの多様性への理

解や、湿地・湿原生態系が脆弱であり移入種による影響を受けやすいこ

とについて理解が不十分であることから起きていると考えられる。 

 そのため、利用者に対して生物多様性の重要性や湿地・湿原が脆弱な生

態系であることを周知し、湿地・湿原の適切な利用がなされるよう啓発

に努めることが必要である。周知や啓発の方法としては、活動団体や市

町村等が作成する広報誌を活用するほか、専門知識を有するガイド等の

案内役を養成、配置することが考えられる。 

また、地域における在来種を圧迫する移入種を野外に放逐することを

防止する一般的な取組が必要となっている。 

 

４ 湿地・湿原を支える仕組みの構築 

 （１）人材の育成等 

 ＮＰＯ等の保全活動団体における活動を円滑に行うためには、地域の

貴重な環境資源である湿地・湿原を自然とのふれあいや環境学習の場と

して活用を図り、活動の中心となるリーダーを含めた人材の育成や専門

的な知識や技能の向上、保全のためのコスト負担等についての地域社会

の合意形成を図る努力が必要である。 

 そのためには、活動の内容について、活動団体や市町村等が積極的に

広報し、湿地・湿原保全活動への理解と関心を深め参加を促していくこ
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とが必要である。また、行政や専門家との交流を密にし、知識や技能の

向上に努める必要がある。 

 さらに、湿地・湿原に関する動植物の生態や、植生管理の影響等、保

全に資する専門的な知見について充実を図り、これらの情報を保全に携

わる人が利用しやすい形で、管理、公開していく必要がある。また、専

門家におけるさらなる研究の進展や後継者の育成が期待される。 

   

（２）活動主体間の連携強化 

湿地・湿原の保全活動を行うためには、保全活動を行うＮＰＯ等保全

活動団体、助言指導を行う専門家及び地域指定など法令の運用や普及啓

発を行う行政が、それぞれの役割を理解し連携の上、継続して取組むこ

とが必要である。 

 そのためには、互いに意見や情報交換を行うことが重要であり、定期

的に開催されている湿地サミットを活用することも有効であると考えら

れる。 

また、保全活動を円滑に進めるためには、県民、土地所有者及び事業

者の協力を得ることが肝要であることから、土地所有者等に対して湿

地・湿原の保全活動への理解を深めてもらうための働きかけを行ってい

く必要がある 

 

 （３）地域指定後の適切な管理 
天然記念物に指定されている湿地・湿原については、「１ 植生の適

切な管理」で述べた目標植生の設定、作業計画の立案を行い、立案し

た作業計画についての許可を得て管理作業を実施していくなど指定制

度に基づき適切な保存を図る必要がある。 

目標植生の設定、作業計画の立案は、専門家や行政の指導助言を得

ながら行うことにより科学的知見を踏まえた適切な管理が可能になる

と考えられる。また、作業計画に湿地・湿原の管理に必要な年間作業

を盛り込むことにより、中長期的な視野に立った維持管理を行うとと

もに、遅滞なく日常の維持管理作業を実施することが可能になると考

えられる。 
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Ⅵ 湿地・湿原の評価 

前章において、現に保全活動が行われている湿地・湿原における保全活動

をより適切に行うための考え方を示した。 

一方、県内には、研究者等限られた者にしか知られていない湿地・湿原や

現時点では発見されていない湿地・湿原も存在すると考えられる。これらの

中には、地形・植生などが自然に近い状態で保たれていることや希少種の生

息・生育地となっていることにより重要なものが存在する可能性がある。本

県の湿地・湿原生態系を保全するためには、こうした湿地・湿原の評価を行

い、重要なものについては関係者が協力して保全を図っていくことが必要で

ある。 
 

１ 評価の考え方 
湿地・湿原の地形・水文・植生などが自然に近い状態で保たれているか

否か、いわゆる湿地・湿原の自然度の評価は、自然環境基礎調査などで用

いられる植生自然度ではなく、集水域も含めた地形等の改変の程度や移入

種等の生息・生育状況により行うことを基本とする。 

また、希少種の生息・生育地としての評価は、国・県レッドデータブッ

ク掲載種の生息・生育状況により行うことを基本とする。本県の湧水湿地

を特徴づけている東海丘陵要素植物群の生育状況については、前述したよ

うにその多くの種が希少種としてレッドデータブックに掲載されており、

希少種生育地としての評価は、東海丘陵要素植物群の生育地としての評価

につながると考えられる。 

なお、地域においては、市町村単位で作成されているレッドデータブッ

ク掲載種やそれぞれの地域で希少性が高いことなどから特に重要ととら

えている種の生息・生育状況による評価も併せて行うことが望ましい。 
 

２ 評価項目 
（１）湿地・湿原の自然度の評価 

湿地・湿原の自然度の評価を行うための評価項目は、以下のとおりで

ある。 

 

ア 地形・水文・植生の改変度 

  集水域の開発の程度、湿地・湿原の植生の踏み荒らしなどによる撹

乱の程度等により改変度を評価する。 

  撹乱または改変がされていないほど評価が高い。 
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イ 移入種の総個体数 

  湿地・湿原及び集水域に生息・生育する移入種の個体数（株数、群

落面積）を評価する。 

  ここでいう移入種とは、前述のとおり本来その湿地・湿原に生息・

生育していない動植物のことであり、外国から持ち込まれた外来種も

含む。これらの個体数が少ないほど評価が高い。 

 

 （２）希少種の生息・生育地としての評価 

希少種の生息・生育地としての評価を行うための評価項目は、以下の

とおりである。 

 

ア 国・県レッドデータブック掲載種の総種数 

     湿地・湿原に生息・生育している動植物のうち、国・県レッドデー

タブック掲載種の種数を評価する。 

     ここでいう掲載種とは絶滅危惧ⅠＡ類、絶滅危惧ＩＢ類、絶滅危惧

Ⅱ類及び準絶滅危惧のことであり、これらの種数が多いほど評価が高

い。 

 

イ 国・県レッドデータブック掲載種の総個体数 

湿地・湿原に生息・生育している動植物のうち、国・県レッドデー

タブック掲載種の総個体数を評価する。掲載種の総個体数が多いほど

評価が高い。 

 

ウ 国・県レッドデータブック掲載種のランク 

国・県レッドデータブック掲載種のうち、絶滅のおそれのランクが

最も高い種のランクの高低を評価する。 

絶滅のおそれのランクを高いものから低いものの順に並べると、絶滅

危惧ⅠＡ類、絶滅危惧ＩＢ類、絶滅危惧Ⅱ類、準絶滅危惧となり、ラン

クが高いほど評価が高い。 

 

３ 評価方法 

湿地・湿原の評価は、前項で示した評価項目を基に総合的に行うことと

する。 

 

 ４ 評価結果に基づく対応 

評価の結果、重要と認められるものについては、本県の湿地・湿原が減

少、劣化の傾向にあることから適切な保全を図ることが望まれる。 
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開発による消滅や縮小のおそれがある場合には、開発行為との十分な調

整を図ることが必要である。具体的には、前章第２項でとりまとめたよう

に、開発による影響を回避・低減することを基本とするとともに、湿地・

湿原のみならずその集水域の保全を図るなど重要な湿地・湿原生態系を将

来に渡って維持していくための十分な配慮が求められる。 

また、総合評価の結果、特に重要度が高く保全の必要性が高いと認めら

れるものについては、保全に向けた地域における自発的な取組を促進する

とともに、保全のための地域指定についても検討することが必要である。 
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Ⅶ 湿地・湿原生態系の保全に向けて 

 １ 湿地・湿原生態系保全に向けた考え方 

 県内の湿地・湿原には、東海丘陵要素植物群をはじめとするこの地域特有

の生物が生育しており、これらの多くが絶滅のおそれがある。また、本県の

湿地・湿原は減少、劣化の傾向にある。このため、湿地・湿原生態系を保全

し生物多様性を確保するためには、湿地・湿原の遷移の進行を止めるあるい

は戻すといった人間の関与が必要な状況にある。 

 湿地・湿原は、成立の過程や規模が様々であり、人々と湿地・湿原の関わ

りも様々である。湿地・湿原との関わり方から大別すると、ＮＰＯ等の保全

活動団体による保全活動が行われている湿地・湿原、研究者等限られた者に

しか知られていない湿地・湿原、現時点では確認されていない湿地・湿原に

分けられる。 

 本県における湿地・湿原生態系を保全するためには、保全活動が行われて

いる湿地・湿原については、より適切で継続的な保全活動を実施することが

必要である。また、それ以外の湿地・湿原については、自然度や希少種の生

息・生育地としての総合評価を行い重要と認められたものについて開発行為

との調整を十分に進めることなどにより適切に保全していくことが重要で

ある。 
   

 ２ 各主体の役割 

  前項で述べた考え方を進めていくためには、各主体が以下に示すそれぞ

れの役割を認識するとともに、連携・協力することが不可欠である。 

 

（１）県民 

県民は、湿地・湿原生態系を保全する意義を理解し、ＮＰＯ等保全活

動団体、行政、専門家等の保全活動に協力する。 

 

（２）ＮＰＯ等保全活動団体 

ＮＰＯ等保全活動団体は、それぞれの地域における自発的な取組によ

り湿地・湿原生態系の保全に重要な役割を果たしている。維持管理作業

等の保全活動を継続して適切に実施するため、湿地・湿原生態系保全に

向けた問題意識を共有し、知識技能の習得に努めるとともに、自らの活

動状況を広く発信し、人材の育成に努める。 
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（３）行政 

ア 県 

県は、希少種情報を始めとする湿地・湿原生態系保全に資する情報

の収集・発信を定期的に行い情報の共有化に努めるとともに、普及・

啓発を行う。また、保全活動を担う人材の育成、ＮＰＯ等保全活動団

体への支援や啓発を通じ、活動の継続と発展を図る。さらに、自然環

境保全地域や自然公園内の中に存在する湿地・湿原については遷移の

進行を防ぐため、集水域も含めた適切な管理を促進するとともに、必

要に応じて保全のための地域指定を行う。 

なお、公有地内の湿地・湿原については、その重要性を評価した上

で適切な保全や利活用を図る。 

 

    イ 市町村 

市町村は、それぞれの地域において、湿地・湿原生態系の保全の

ための啓発や保全活動への参加を促す役割を果たすとともに、地域

住民、ＮＰＯ等保全活動団体、専門家等の活動主体間の調整や支援

に努める。 

また、公有地内の湿地・湿原については、その重要性を評価した

上で適切な保全や利活用を図るよう努める。 

 

（４）専門家 

専門家は、湿地・湿原生態系保全に関するさらなる知見の集積や後継

者の育成に努め、行政やＮＰＯ等保全活動団体に対して、客観的立場と

科学的な判断から保全活動への適切な指導・助言や湿地・湿原の所在情

報の提供を行う。 

 

（５）土地所有者及び管理者 

土地所有者及び管理者は、湿地・湿原生態系を保全する意義を理解し、

集水域を含めた土地の保全等、ＮＰＯ等保全活動団体、行政、専門家が

行う保全活動に協力するよう努める。 

 

（６）事業者 

事業者は、開発行為など事業活動を行う場合に、湿地・湿原及び集水

域の保全やＮＰＯ等保全活動団体等への情報提供に努める。 

また、湿地・湿原生態系を保全する意義を理解し、ＮＰＯ等活動団体、

行政、専門家等が行う保全活動へ協力するよう努める。 
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資料編 

Ⅰ ＮＰＯ等保全活動団体向けガイドライン 

 ＮＰＯ等保全活動団体の保全活動上の参考とするため、本編Ⅴにまとめた湿

地・湿原の保全活動の考え方の内、関係する項目について具体的な考え方と方

法を示したものである。 

 

１ 目標植生の設定 

項  目 考 え 方 ・ 方 法 

目標植生 

 

 

・希少種の生育が可能な生態系の保全を目指して目標とする植生を設定する。 

・保全のための地域指定がされている場合は、指定当時の植生の維持または回復を目指す。 

・過去の植生や周辺の湿地・湿原の植生から、目標とする植生を設定する。 

配慮事項 ・必要に応じて専門家の助言を受ける。 

・生態系の保全を目的とし、特定の種の保全を目的としない。 

 

 

２ 作業計画の立案 
項  目 考 え 方 ・ 方 法 

モニタリング調査計画 ・「４ モニタリングの実施」参照 

(日常管理) ・遷移の抑制に必要な作業メニューを検討し、実施頻度を定める（「３ 管理作業の実施」

の「植生管理作業」、「水源等管理作業」参照） 
作
業
計
画 

(緊急時の対応) 

 

・排水路の補修 

・災害時の流入土砂の除去 

配慮事項 ・湿地・湿原生態系に影響を及ぼす移入種を持ち込まない。 

・湿地・湿原利用者による移入種の持ち込みや希少種の盗掘を防止するための措置につい

ても検討する（「３ 管理作業の実施」の「移入種の持込み等防止措置」参照） 

・肥料や除草剤は使用しない。 

・本来の涵養水と水質が大きく異なる水による給水は原則行わない（水道水等）。 

 

３ 管理作業の実施 
（植生管理作業） 

保全措置が望ましい状況 考 え 方 ・ 方 法 

(湧水湿地) 

・ﾓｳｾﾝｺﾞｹ、ﾐﾐｶｷｸﾞｻ、ｼﾗﾀﾏﾎｼｸｻ、ﾐｶﾂﾞｷｸﾞｻ、

ｲﾇﾉﾊﾅﾋｹﾞ⇒減少 

・湧水量を安定化させるための周辺林の間伐 

・堆積した表土の抜去 

(湧水湿地) 

・ﾇﾏｶﾞﾔ、ｲﾇﾂｹﾞ,ﾈｻﾞｻ,ｽｽｷ,ｱｶﾏﾂ⇒増加 

 

・ﾇﾏｶﾞﾔ、ｲﾇﾂｹﾞ、ﾈｻﾞｻ、ｽｽｷ、ｱｶﾏﾂの除去 

・湧水量を安定化させるための周辺林の間伐 

・表土堆積が進んだ場所の堆積土を植生ごと除去 

(中間湿原) 

・ｲﾇﾂｹﾞ、ﾈｻﾞｻ、ｽｽｷ、ｱｶﾏﾂ⇒増加 

・ｲﾇﾂｹﾞ、ﾈｻﾞｻ、ｽｽｷ、ｱｶﾏﾂの除去、 

・地下水位を上昇させる措置を講じる。 

・ｲｸﾞｻ類⇒増加 ・水質汚濁の可能性があるため水質調査を実施し原因を除去 

・集水域の開発による乾燥化 ・外部水源導入の検討 

・木本周辺の草本植生の単調化 

・ｼﾃﾞｺﾌﾞｼ、ｻｸﾗﾊﾞﾊﾝﾉｷの樹勢の低下(花付き

や葉付きの悪化、矮生など) 

・被陰によると考えられるため木本の伐採 

・移入種の侵入を確認 ・移入種の除去 

配慮事項 ・除去した木、草は湿地･湿原外で処理し、湿地・湿原の富栄養化を防

止する。 

・伐採は多くの植物が休眠する冬季に実施する。 

・除草は種子が散布される前に行う（ﾇﾏｶﾞﾔは 8 月下旬）。 

・除草頻度は、作業の効果や影響を踏まえて検討する。 
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（水源等管理作業） 

項  目 保全措置が望ましい状況 考 え 方 ・ 方 法 

周辺林の管理 ・「植生管理作業」で示した植生変化が確

認されたとき。 

・湧水量を安定化させるための周辺林の間伐 

・乾燥化の進行 ・給水量増加の検討 

・給水施設の保守整備 

人工給水 

・水たまりができる。 ・給水量減少の検討 

 

 

・湿地表面に緑藻が繁茂する。 

・食虫植物が減り他の草が繁る。 

・貧栄養の水源に変える。 

 

水位管理 ・水位の低下による植生変化 ・漏水箇所の点検、補修 

土砂 ・土砂の流入がみられる。 ・土留め柵の設置 

・健全な森林形成のための周辺林の間伐 

水路洗掘 ・水路洗掘による地下水位低下 ・防水シートや堰堤の設置 

配慮事項 ・可能であれば定期的に周辺林の見回りを行い、水質や水位に影響を与える状況が生じてい

ないか確認する。 

 

 

（植生管理・水源管理に共通の配慮事項） 

・作業内容を記録として残す。 

・可能であれば専門家の立会いのもと助言指導を受ける。 

・地域住民に管理作業への参加を呼びかけ、保全活動への理解を深める。 

・作業前に衣服を払う、靴底を洗浄する等により移入種の持込を防ぐ。 

・スノコなどを敷くことで湿地･湿原に直接踏み入れることを避ける。 

 

 

（移入種の持込み等防止措置） 
項  目 考 え 方 ・ 方 法 

異変の早期発見体制の確立 ・地域住民へ「地域の貴重な財産」守るという意識を浸透させ、地域ぐるみで

監視する。 

防止策の実施 ・侵入防止柵の設置 

・監視カメラ設置 

・パトロールの実施 

原状回復作業の実施 ・植え込まれた種は可能な限り早期に除去 

・自生種と移入種との交雑防止のため開花前に実施 

・除去作業が困難になる状況をつくらないために結実前にも実施 

・専門家に発生状況、保全措置実施状況等を報告 

 
 

４ モニタリングの実施 
項  目 考 え 方 ・ 方 法 

(植生) ・植生図による群落変化の把握 

・確認植物種のリスト作成による希少種の生育状況と移入種の侵入状況の確認 

・帯状区の植生断面図、永久方形区の植生把握、群落区分による植生変化の把握、被陰度

比較(可能であれば、相対照度測定) 

(動物) ・動物の生息状況を確認し、環境変化を把握 

(土壌) ・帯状区の土壌断面図による遷移進行の状況を把握 

(地下水位・水量

の変化) 

・地下水位の観測 

・水量の観測 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法 

(水質の変化) ・湧水、流下水の水質分析 

配慮事項 ・植生図、植生リストの作成を基本とし、必要に応じて他の項目のモニタリングを行う。

・調査方法や記録方法をマニュアル化しておくことが望ましい。 

・モニタリング結果を記録として残し、作業計画の見直しに活用する。 
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Ⅱ モニタリング方法 

 ＮＰＯ等保全活動団体がモニタリングを行う際に参考となるよう、清岳向山

湿原（新城市作手）、北山湿地（岡崎市）及び東谷山の湿地（名古屋市守山区）

を対象として行った現地調査（表Ⅱ－１）をもとに、モニタリング項目とモニ

タリングを行う際の注意点などをまとめた。 

モニタリング項目のうち必須のものとして、植生図の作成、確認植物種のリ

ストの作成が挙げられる。 

また、湿地・湿原における変化をより詳しく知るためのモニタリング項目と

しては、観測井戸による地下水位の測定、帯状区における植生断面図、永久方

形枠における植生調査、水質測定、流量測定などがある。 

 

＜モニタリング必須項目＞ 

① 植生図の作成 

湿地部の植生について植生図を作成する。（参考例 図Ⅱ－１） 

(注意点) 

・ 湿地部と周辺部の境界は、地下水位の状況によって湿潤な区域が伸縮す

ることがあるので、それぞれの湿地･湿原で境界の目安とする植生をあら

かじめ決めておくと良い。（例：ミズゴケ類、ヌマガヤ等は湿地部とする） 

・ 湿地部の形状や群落区分を行うときに位置の基準となる恒久的な目印

（杭、石、木など）を設定し、同じ方法で植生図を経時的に作成する。 

・ 樹木が発達したため下層の植生がなくなった部分についても、植生管理

によって回復する場合があるため、植生図を作成しておくと良い。 

・ 調査の間隔は３～５年とすることが適当である。 

 

② 確認植物種のリストの作成 

湿地部に生育する植物種のリストを作成する。（参考例 表Ⅱ－２） 

(注意点) 

・ 希少種の生育状況については、良好、普通、絶滅寸前などの判定結果も

同時に記録しておくと良い。 

・ 木本群落と草本群落ごとに、リストを作成しておくと良い。 

・ 複数の小湿地が集まっている場合は、小湿地ごとにリストを作成してお

くと良い。 

・ 多くの種がみられる９月頃に調査を行うとともに、他の時期にみられる

種の追加調査を行うと良い(例：ハルリンドウ４月、スゲ類６月)。 

・ 確認した種は標本を作成し、保管しておくと良い。 

・ リストは毎年作成する。 
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＜変化をより詳しく知るためのモニタリング項目＞ 

① 観測井戸による地下水位の測定 

  観測井戸を設置し地下水位を測定する。(参考例 図Ⅱ－２) 

(注意点) 

・ 斜面上部の湿地内に観測井戸を設置する。設置場所は、木道や湿地境界

の近くとし、湿地部への立ち入りを最小限にする。 

・ 水位の測定は自記計測による連続測定が望ましい。 

・ 連続測定が難しい場合は、毎月を目安に水位が安定した時期（降雨後２

日以内は避ける）に測定する。 

 

② 帯状区における植生断面図 

被陰による生育状況の変化や土壌の堆積状況を把握するため、湿地部に

帯状区を設定し、植生断面図を作成する。（参考例 図Ⅱ－３） 

(注意点) 

・ 帯状区は、樹木が侵入した場所、周辺林と湿地部の境界など被陰がおき

そうな場所を含むよう設置する。 

・ 周辺林→湿生木本群落→ヌマガヤ群落→ミカヅキグサ群落→ミミカキグ

サ群落というように複数の群落を通るように帯状区を設定する。 

・ 湿地部に流路が形成されている場所は、流路の洗掘により植生が変化す

る場合もあるため、帯状区に含めておくと良い。 

・ 調査位置が分からなくなることを避けるため、目印となる杭などを設置

しておく。 

・ 可能であれば相対照度も測定し、湿生木本群落では林床への光の入り具

合や花のつき具合、開花状況も記録しておくと良い。 

・ 調査の間隔は３～５年とすることが適当である。 

 

③ 永久方形枠（永久コドラート）における植生調査 

詳細な植生変化を把握するため、湿地部と周辺部に永久方形枠を設定し、

植生調査票を作成する。（参考例 表Ⅱ－３） 

(注意点) 

・ 帯状区を設定した場合は、帯状区内の群落ごとに永久方形枠を設定する

と良い。 

・ 調査位置が分からなくなることを避けるため、目印となる杭などを設置

しておく。 

・ 調査の間隔は３～５年とすることが適当である。 
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④ 水質測定 

湧水や流下水について水質を測定する。（参考例 表Ⅱ－４） 

(注意点) 

・ 周辺部の開発により水質への影響が予想される場合は、開発による影響

を受けるおそれのある地下水の湧出場所またはその下流で測定する。 

・ 最低限必要な分析項目としては水素イオン濃度(ｐＨ)と電気伝導率を測

定する。 

・ 可能であれば、各態の窒素濃度(無理なら硝酸性窒素だけでも良い)、各

種イオン濃度 (K+、Na+、Ca2+、Mg2+、Cl-、SO4
2-、HCO3-)も測ると良い。 

・ 測定は毎年１回を目安に、水質の安定した夏季又は冬季の渇水期（降雨

後数日は避ける）に実施する。 

・ 観測井戸の地下水位測定と同時に行うことが望ましい。 

 

⑤ 流量測定 

湿地部に流入する流路がある場合には流量を測定する。 

(注意点) 

・ 周辺からの供給量の増減をみるため、湿地部に流入する流路で測定する。 

・ 湿地部からの流出量を測定できる場所がある場合は、流入経路と併せて

測定しておくと良い。 

・ 観測井戸の地下水位測定と同時に行うことが望ましい。 

・ 測定は毎月１回を目安に（難しい場合は四季１回）、水位が安定した時期

（降雨後２日以内は避ける）に行う。 

・ 観測井戸の地下水位測定と同時に行うことが望ましい。 

 

⑥ その他 

・ 湿地･湿原に特有な動物についても、リストを作成し、確認状況を毎年記

録すると良い。（参考例 表Ⅱ－５） 

・ 帯状区で検土杖により土壌断面図も作成しておくと良い。（参考例 図

Ⅱ－３） 

・ 当該湿地･湿原の所在地やタイプなど基本的な情報をまとめたプロファ

イルを作成しておくと良い。（参考例 表Ⅱ－６） 
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表Ⅱ－１ 平成 17 年度及び 18 年度 湿地･湿原調査 現地調査方法 
調査項目 作業内容 作業方法 調査地点・範囲 時期及び回数 備考 

資料調査 資料収集 地形図、地質図、現存植生図、空中写真、

既往調査結果、保全活動、土地所有状況、

管理担当(行政担当窓口)等 

- 調査計画前 - 

地形調査 湿地のレベル

測量 

・基準点を設定し、その点から湿地の最

上部･最下部までのレベルを測量 
湿地部全域 調査計画前 - 

 湿地の形状 

測量 

・湿地周囲を測量し、湧水･水路を記録

・湿地の境界は、湿生植物(ﾐｽﾞｺﾞｹ等)の

生育範囲、地形の変更点等から決定 

湿地部全域 調査計画前 
距離測定はレーザ

ー距離計を使用(ﾗｲ

ｶ DISTO classic5) 

 湿地位置図の

作成 

・形状測量結果より湿地位置図(1/2500

地形図)を作成し、流域分割を行う 
湿地部全域 調査計画前 - 

 湿地概要把握 ・湿地面積（ﾌﾟﾗﾆﾒｰﾀｰ求積） 

・湿地傾斜度（ﾚﾍﾞﾙ測量結果より） 
湿地部全域 調査計画前 - 

植生調査 植物相の把握 ・湿地内の植物について木道、林道、湿

地辺縁部等から目視や双眼鏡で確認 

・小湿地又は植生が大きく異なる範囲ご

とに種を記録し、リストを作成 

湿地部全域 
1 回 

（夏季） 
- 

 植生図作成 ・湿地部と周辺部で、代表的な植性の分

布を踏査により把握し作図 

・植生区分は相観により行い、上位 3種

程度の優占種で区分する 

・周辺部は空中写真で針葉樹･広葉樹を

区分し、現地で群落区分や範囲を確認

湿地部 

 ：各湿地の状況

に応じ決定 

周辺部 

：流域範囲全域

湿地部：夏季 

周辺部：適宜 

縮尺1/500程度を想

定し調査 

 標本区の植生

調査票作成 

湿地部と周辺部に標本区を設置し、各標

本区について植生調査票を作成 
標本区 

湿地部：夏季 

周辺部：適宜 
- 

 帯状区の植生

断面図作成 

・帯状区を設定し、群落区間の距離測定

と植生断面図を作成 

・植生断面図は主な植物の分布とその高

さ（折尺やスタッフ等で測定）を図示

・断面の微地形はレベル測量又はポール

横断測量による 

帯状区 

2 ライン 
夏季 - 

 相対照度測定 ・照度計により胸高位の照度を測定し、

相対照度を算出 
標本区 

4 回（春季、夏

季、秋季、冬季） 

照度計(Custom lux  

meter LX-1332) 

動物調査 指標動物の 

生息確認 

・踏査による目視確認又は見つけ捕りに

より、指標種の生息の有無を確認 

・調査にはチェックリストを用いる 

湿地部全域 適宜 

 

土壌調査 土壌厚の測定 ・帯状区で検土杖により土壌厚を測定 

・粘土･シルト･砂の割合を目安にする土

性区分、礫の混じり具合、乾湿を記録

帯状区 冬季 
・植生への影響が少

ない時期に実施 

 

 地下構造の把

握 

・検土杖により透水層、不透水層の状況

を調査（記録項目は上記と同じ） 

湿地辺縁部と周

辺部の斜面 
適宜 

・検土杖(3m3 本継、

φ16mm、KND-316)

地下水位 

調査 

 

地下水位の連

続観測 

・検土杖により最浅の不透水層深度を確

認し、そこまで塩ビ管を埋設語、水位計

センサー（水圧式自記水位計）を設置 

・毎時測定、データ回収は約１ヵ月間隔

・1 地点 

・湿地傾斜上部に

ある湧水近辺

の湿地辺縁部 

連続観測 

設置やデータ回収

の影響を考慮し、木

道等のアプローチ

し易い位置 

水質調査 

 

水質分析 ・湧出･流下点で採水し、室内分析  

・採水時はガス交換が極力小さくなるよ

う静かに、満杯の状態で採水 

・重炭酸は特に密閉式ガラス瓶に気層が

ない状態で採水 

湧水、流下水につ

いて各 1 地点、計

2 地点（清岳向山

湿原のみ湧水2地

点） 

4 回（春季、夏

季、秋季、冬季） 
- 

 現場測定 ・採水地点の気温・水温を記録 同上 同上 - 

 室内測定 ・持ち帰った試水を 30 分程度暴気し、

携帯型水質測定器で RpH(※2)を測定 
同上 同上 

携帯型水質測定器

(堀場製作所 U-10)
注）※1 RpH とは暴気により空気とよく攪拌し、大気の二酸化炭素と平衡状態にしたときの pH 
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図Ⅱ－１ 植生図の作成例 

資料）平成 17 年度及び 18 年度湿地湿原調査（2005、2006） 愛知県 ※北山湿地(A1 湿地)における調査結果 

 

表Ⅱ－２ 植物リストの作成例 
希少種 

門・綱・目 科名 種名 
県 RDB 国 RDB

ﾇﾏｶﾞﾔ優占区域 ｻｸﾗﾊﾞﾊﾝﾉｷ優占区域 ｵｵﾐｽﾞｺﾞｹ優占区域

シダ植物 ｵｼﾀﾞ科 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ - - - ○ ○ 

 

… … … … … … … 

裸子植物 ｽｷﾞ科 ｽｷﾞ - - ○ - ○ 

 

… … … … … … … 

双子葉植物 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ科 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ - - ○ - - 

離弁花類 ﾓﾁﾉｷ科 ｲﾇﾂｹﾞ - - ○ ○ ○ 

 
… … … … … … … 

双子葉植物 ｷｸ科 ｻﾜｼﾛｷﾞｸ - - ○ ○ ○ 
合弁花類 ﾀﾇｷﾓ科 ﾐﾐｶｷｸﾞｻ - - ○ - - 

 

… … … … … … … 

単子葉植物 ｲﾈ科 ﾇﾏｶﾞﾔ - - ○ - - 
 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ﾐｶﾂﾞｷｸﾞｻ - - ○ - - 

 

… … … … … … … 

（貴重種） ﾐｽﾞｺﾞｹ科 ｵｵﾐｽﾞｺﾞｹ NT CR+EN ◎ ◎ ◎ 
 ｶﾊﾞﾉｷ科 ｻｸﾗﾊﾞﾊﾝﾉｷ - NT ○ ◎ - 
 ﾕﾘ科 ﾐｶﾜﾊﾞｲｹｲｿｳ VU VU ○ - - 
 ﾗﾝ科 ﾄｷｿｳ EN VU ▲ - - 

 

… … … … … … … 

小計     ～科～種 ～科～種 ～科～種 
 希少種  県 RDB EX ～種 ～種 ～種 
    EN ～種 ～種 ～種 
    VU ～種 ～種 ～種 
    NT ～種 ～種 ～種 
    計 ～種 ～種 ～種 
   国 RDB EX ～種 ～種 ～種 
    EN ～種 ～種 ～種 
    VU ～種 ～種 ～種 
    NT ～種 ～種 ～種 
    計 ～種 ～種 ～種 

合計   ～種 ～種  ～科～種  
注）貴重種生育状況：◎良好、○普通、▲絶滅寸前 
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図Ⅱ－２ 地下水位の連続観測例 

資料）平成 17 年度 湿地湿原調査（2005） 愛知県  
※清岳向山湿原(新城市作手清岳)における調査結果(2005 年 10 月) 

 
 
 

 
図Ⅱ－３ 帯状区における植生断面図及び土壌断面図の作成例 

資料）平成 17 年度及び 18 年度湿地湿原調査（2005、2006） 愛知県  
※北山湿地(A1 湿地、岡崎市)における調査結果 
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表Ⅱ－３ 永久方形枠における植生調査票の作成例 
  標本区   湿地部   周辺部 

調査項目   ﾉﾘｳﾂｷﾞ-ﾇﾏｶﾞﾔ群落 ﾐｶﾂﾞｷｸﾞｻ群落 ｻｸﾗﾊﾞﾊﾝﾉｷﾞ群落 ｽｷﾞ･ﾋﾉｷ植林地 

標本区面積   5m×5m 1m×1m 10m×10m 10m×10m 

地形 微地形 広い谷底面 広い谷底面 広い谷底面 斜面下部 

  標高 535 538 542 543 

  傾斜方位 － － － N 40°E 

  傾斜角度 平坦 平坦 平坦 10° 

標本区植生調査日 平成 17 年 9 月 8 日 平成 17 年 9 月 8 日 平成 17 年 9 月 8 日 平成 17 年 9 月 8 日

相観  湿原 湿原 高木林 高木林 

日当り   陽 陽 中陰 陰 

土壌   不明（腐植質） 不明（腐植質） 不明（腐植質） 褐色森林土 

土湿   過湿 過湿 過湿 適湿 

出現種数   19 8 30 28 

Ⅰ高木層 階層高 (m) － － 9～13 5～17 

  植被率 (％) － － 80 90 

  優占種(被度・群度) － － ｻｸﾗﾊﾞﾊﾝﾉｷ (5･4) ﾋﾉｷ (4･4) 

  
その他の出現種 
(被度・群度) 

－ － － 
ｽｷﾞ (3･3)     

ｺｼｱﾌﾞﾗ (1･1) 

  階層別種数 － － 1 3 

Ⅱ亜高木層 階層高 (m) － － 4～9 － 

  植被率 (％) － － 10 － 

  優占種 (被度・群度) － － ﾎｵﾉｷ (2･1) － 

  
その他の出現種 
(被度・群度) 

－ － 
ｻｸﾗﾊﾞﾊﾝﾉｷ (1･1)   
ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ (1･1) 

－ 

  階層別種数 － － 3 － 

Ⅲ低木層 階層高 (m) 1～3 － 1～4 1～5 

  植被率 (％) 40 － 70 5  

  優占種 (被度・群度) ﾉﾘｳﾂｷﾞ （2･3） － ｲﾇﾂｹﾞ (3･3) ｽｷﾞ (1･1) 

  
ﾈｼﾞｷ （1･2）    
ﾀｶﾉﾂﾒ （1･1）    
ｲﾇﾂｹﾞ （1･1）  

ｳﾒﾓﾄﾞｷ  (2･2)    
ﾉﾘｳﾂｷﾞ  (1･1)    
ｲﾎﾞﾀﾉｷ (1･1) 

ﾋﾉｷ (1･1)     
ｺｼｱﾌﾞﾗ (1･1)    
ﾋｻｶｷ (1･1) 

 

その他の出現種 
(被度・群度) 

… 

－ 

… … 

  階層別種数 5 － 7 4 

Ⅳ草本層 階層高 (m) 0.05～1 0～0.5 0.1～1 0～1 

  植被率 (％) 90 90 100 70 

  優占種 (被度・群度) ﾇﾏｶﾞﾔ (5･4) ﾐｶﾂﾞｷｸﾞｻ (5･4) ｶｻｽｹﾞ (5･4) ｱｾﾋﾞ (3･4) 

  
ｻｸﾗﾊﾞﾊﾝﾉｷ (4･3) 

ｱｾﾋﾞ  (1･2) 
ﾋﾒｼﾛﾈ (1･2) 

ﾇﾏｶﾞﾔ (4･4) 
ﾎｻﾞｷﾉﾐﾐｶｷｸﾞｻ (2･2)

ﾁｺﾞｻﾞｻ (1･2) 

ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ (2･3)    
ｻﾜｼﾛｷﾞｸ (1･2)    
ﾂﾀｳﾙｼ (1･2) 

ｼﾛﾓｼﾞ (1･1)    
ﾋﾉｷ (1･1)     
ﾈｻﾞｻ (1･1)     

 

その他の出現種 
(被度・群度) 

… … … … 

  階層別種数 17 8 25 27 

Ⅴコケ層 ｵｵﾐｽﾞｺﾞｹ 被度・群度 3･3 － 3･3 － 

  植被率 (％) 50 － 50 － 
資料）平成 17 年度湿地湿原調査（2005、愛知県） 清岳向山湿原(新城市作手清岳)における調査結果の一部を抜粋 
注) 表中の被度・群度は Braun-Blanquet の全層推定法による。 
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表Ⅱ－４ 水質調査例 
清岳向山湿原 北山湿地 東谷山の湿地 

湿地・湿原 

分析項目 
湧水 1 湧水 2 流下水

1 

流下水

2 

湧水 流下水 湧水 流下水

pH  5.9 5.6 6.5 6.4 5.1 5.9 6.5 5.3 

電気伝導率 (μS/cm) 27.8 49.3 35.8 47.0 24.0 22.8 40.8 42.0 

全窒素 (mg/l) 0.45 0.73 － 0.18 0.10 － 0.43 － 

 有機体窒素 (mg/l) 0.32 0.66 － 0.17 0.13 － 0.22 － 

 ｱﾝﾓﾆｱ性窒素 (mg/l) ＊ 0.03 － 0.01 0.02 － 0.02 － 

 亜硝酸性窒素 (mg/l) ＊ 0.001 － 0.002 ＊ － 0.001 － 

 硝酸性窒素 (mg/l) 0.14 0.05 － 0.01 ＊ － 0.20 － 

K+ (mg/l) 0.47 0.58 － 0.51 0.30 － 1.88 － 

Na+ (mg/l) 2.45 3.53 － 2.68 2.18 － 4.08 － 

Ca2+ (mg/l) 1.70 3.33 － 4.70 0.09 － 0.83 － 

Mg2+ (mg/l) 0.69 1.30 － 0.85 0.76 － 0.83 － 

HCO3
- (mg/l) 13.25 21.50 － 23.50 4.50 － 9.25 － 

SO4
2- (mg/l) 0.45 1.80 － 1.35 1.25 － 4.75 － 

Cl- (mg/l) 2.90 3.58 － 3.00 4.78 － 4.60 － 
資料）平成 17 年度及び 18 年度湿地湿原調査（2005、2006） 愛知県  
注) ・清岳向山湿原の採水地点は以下の通り。 

湧水１：開発域外の流域からの湧出地点 
湧水 2：開発部からの地下水が湧出すると思われる地点 
流下水 1：開発域外の流域範囲の最下部と思われる流下水 
流下水 2：開発域からの湧水が流入している湿地最下流の出口 

・開発の影響をモニタリングする必要のない流下水採水地点については、最低限必要な項目に限り水質の参考とし
て分析を行った。 

・＊は定量下限値未満を示す 
（ｱﾝﾓﾆｱ性窒素：0.01 mg/l 未満、亜硝酸体窒素：0.001mg/l 未満、硝酸性窒素：0.01mg/l 未満） 

・－は分析を行っていない項目示す。 
・データは春季、夏季、秋季、冬季の平均値。 

   

 

 

表Ⅱ－５ 動物リストの作成例 
生息環境 対象動物 県 RDB 国 RDB 2006 年 2007 年 … 

ﾓｰﾄﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ - - ○ … … 

ﾊｯﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ - - ○ … … 

ﾋﾒﾋｶｹﾞ CR VU ○ … … 

遷移が初期段

階の湿地 

食虫植物(ﾓｳｾﾝｺﾞｹ、ﾐﾐｶｷ

ｸﾞｻ等）や丈の低い湿生草

本類(ｼﾗﾀﾏﾎｼｸｻ等) 
ｱｶｼﾞﾏｱｼﾌﾞﾄｳﾝｶ NT - - … … 

ｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ NT VU - … … 高茎植物（ｽｹﾞ､ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ､

ﾎｼｸｻ､ｲﾇﾉﾋｹﾞ）が繁茂 ﾈｸｲﾊﾑｼ類 ※ - - - … … 

やや遷移が進

んだ段階の湿

地 ﾇﾏｶﾞﾔ､ﾏｱｻﾞﾐ､ｲﾇﾂｹﾞ､ｱｶﾏﾂ ﾋﾒｼｼﾞﾐ VU NT - … … 

ｻﾗｻﾔﾝﾏ - - - … … 富栄養化が進

んだ湿地 
ﾊﾝﾉｷが自生する湿地林 

ﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ NT - - … … 

明るい湿地  ｷｲﾄﾄﾝﾎﾞ - - ○ … … 

  ﾋﾒｱｶﾈ - - ○ … … 

  ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ VU - - … … 

湿った崖地や谷底の湿地 ﾑｶｼﾔﾝﾏ - - - … … 

湧水のある湿地や池畔等 ﾋﾒﾀｲｺｳﾁ NT - - … … 

湧水下流細流 ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ NT EN ○ … … 

湿地周辺林内等の細流 ﾊﾈﾋﾞﾛｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ VU - - … … 

表面水の多い場所 ﾊﾗﾋﾞﾛﾄﾝﾎﾞ - - ○ … … 

湿地利用両生類 ﾄｳｷｮｳｻﾝｼｮｳｳｵ EN LP - … … 

 計    7 … … 
注）・希少種の他に湿地･湿原に特有な動物種についても参考として対象動物に加えた。 

・ﾈｸｲﾊﾑｼ類：ｵｵﾐｽﾞｸｻﾊﾑｼ、ｶﾂﾗﾈｸｲﾊﾑｼ、ﾂﾔﾈｸｲﾊﾑｼ 
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表Ⅱ－６ 湿地・湿原プロファイルの作成例 
項目 概要 備考 

名称 清岳向山湿原  

所在地 愛知県新城市作手清岳  

湿地の 

タイプ 

湧水湿地：集水型 

中間湿原 

 

気候 年平均気温  12.5℃ 

年平均降水量 2349mm 

・第 14 回湿地サミット資料よ

り 

・作手地域気象観測所 2005～

1996 年降水量平均値 

地質 (1) 花崗岩質岩石(領家花崗岩類)中生代白亜紀 

(2) 周辺部：作手礫岩層 

湿地部：段丘礫層Ⅲ 

(1)表層地質図(御油)5 万分の

1、S51 調査 

(2)大野原湿原研究会報告書Ⅱ

(1991）作手村教育委員会

面積 湿地面積： 1.1 ha (110.6 a) 

流域面積：12.0 ha 

現地調査、ﾌﾟﾗﾆﾒｰﾀｰ求積 

標高 湿地部  ：530～550m   

周辺部  ：530～610m 

 

立地地形 広い谷底面  

湧 水 の 水

質 
 

 (1)水質 

pH ： 5.9 

EC ： 27.8μS/cm 

 

(2)栄養塩類 

硝酸性窒素 ： 0.14 mg/l 

全リン     ： 0.043 mg/l 

 

(3)ヘキサダイアグラム 

0.4 0.3 0.2 0.1 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4

[Na++K+]

[Ca2+]

[Mg2+]

[HCO3
-]

[Cl-]

[SO4
2-]

(meq/l)

・現地調査 

・年 4 回（春･夏･秋･冬）調査

結果の平均値 

概往調査 総合調査はなされていない 

植生：大野原湿原研究会報告書に記述あり 

大野原湿原研究会報告書Ⅱ 

(1991）作手村教育委員会、他

土 地 の 所

有 

湿地部 ：民有地、市有地 

周辺部 ：民有地（一部は住宅地） 

 

管理者 新城市教育委員会  

保全活動 樹木伐採、除草、水源管理 ※湿地最下部の針葉樹を 2003

年に 5～6本伐採 

※沢に堰を講じ、流れの一部を

下流の草本性湿地へ引き入

れ部分的に涵養させている 
資料）平成 17 年度及び 18 年度湿地湿原調査（2005、2006） 愛知県  
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お わ り に 

 

本書は、愛知県湿地･湿原生態系保全検討会において御指導、御意見をいただ

き、湿地･湿原生態系の保全を図るため、保全活動を行う際の考え方を示すとと

もに生物多様性維持の観点に立った湿地・湿原の重要性の評価方法をとりまと

めたものです。 

本書の検討に際し行った現地調査や聞き取り調査において、県内各地の湿地･

湿原において保全活動に取り組まれておられるＮＰＯ等保全活動団体の皆様や、

当該市町村の行政担当の方々、並びに湿地･湿原の生態系に関する研究に取り組

んでおられる専門家の皆様に、大変貴重な情報や御意見を賜りましたことに対

し、感謝の意を表する次第です。 

 

 

愛知県湿地･湿原生態系保全検討会委員 

   座長 伊藤達雄 名古屋産業大学 名誉学長  

大竹 勝 犬山市環境審議会 副会長 

佐藤正孝 名古屋女子大学 名誉教授（故人） 

芹沢俊介 愛知教育大学 教授 

竹中千里 名古屋大学大学院 教授        

浜島繁隆 ため池の自然研究会・水草研究会 代表 
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